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変化パターンからみる近現代漢語の品詞用法

永澤 済

キ ー ワー ド:漢 語 、 品 詞 、 変 化 、 近 代 、 現 代 、 日本 語

要旨

日本語における漢語の中には、近代から現代にかけて、品詞用法に変化がみられる

語が多 くある(例:「 帝王の暴虐が、頭腦に深刻せ られ」)。現象自体はこれまでにも

指摘されてきたが、個別の事例を指摘するにとどまり、変化の実態が十分に明らかに

なっているとはいえない。多数の語が、短期間に文法的機能を変化させたことは、個々

の語を超え、大局的に捉えるべき現象だといえる。本稿では、そのための基礎データ

として、漢語700語 について、近代に、名詞 ・形容詞 ・副詞 ・動詞の4種 の うちいず

れの用法をとり得たのかをコーパス調査し、現代 と比較 した。そして、近代から現代

に至る変化の実態を、「理論上」可能な変化パターン225通 りと、「実際」に現れる変

化パターンとの対比により示 した。

1. はじめに

日本語で、近代 と現代の漢語を比べたとき、顕著な相違点 として、品詞 の問題が挙げら

れる。近代 日本語の漢語の中には、次の(1)一(14)よ うに、現代にはみ られない品詞用

法をもつ語が多い。

(D時 に悪霊余に告て曰く、「汝祈祷の謹 を以て不治の病者 を救ひ し例を知 らざるか、

汝の祈祷の聴かれざ りしは汝の蟄心足 らざりしが故な り」 と、

〔内村鑑三 『基督信徒の慰』/1893年 〕

(2)殊 に其設備の盤 と、精錬規模の雄太 と、採鑛額の亘丞 とに有て恐 らく東洋無比た

る小坂鑛山がある。

〔浅田江村 「秋田大観」(『太陽』)/1909年 〕

(3)然 るに之に封する政府當局の意見なりと云ふを聞 くに、將來郵便貯金を公債に投入

せず、全部 日本銀行に依托 して、運鱒せ しめば曹に民間の資本を奪はざるのみなら

ず、却て豊宜の資金を財界に寄與す る効あ りと稻す。

〔小松崎筑嶺 「経済時評」(『太陽』)/1901年 〕
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(4)斯 ういふ様な課で國運の隆盛な らざる所 には偉太の人物が出る事が甚だ困難であ

ります、

〔井上哲次郎 「戦争後の学術」(『太陽』)/1895年 〕

(5)殊 に私は長い間美術家の溜つて居るところにも住つて居たので、有名なあばれ者 と

言はれ るそれ等美術家の、杢宜 な性質 と、外に現はれた墨動 を知 ることが出來た。

〔黒 田清輝(談)「 仏国に於ける寄宿舎生活」(『太陽』)/1909年 〕

(6)只 さへ魎 な男は益不愛想になつて、始終怒つてs'も ゐるかのや うである。

〔小栗風葉 「一腹一生」(『太陽』)/1901年 〕

(7)愈 伊太利がアルバニアを占領 し、之に鐵道を敷設す るに於ては、巴爾幹諸邦の産物

はアルバニアに向ひ、藪に伊太利巴爾幹貿易の幽 大襲達を見ること、昭々

瞭 々、一鮎の疑惑を挾むを得無いのである。

〔米田実 「伊太利のアルバニア政策(希 職の近状に及ぶ)」(『太陽』)/1917年 〕

(8)斯 くては何時解決を見るべきや知る可か らざるが故に、日本政府 は此威に瞳幽

決意をな し、小村外相は命を伊集院駐清公使に傳ふる虚あ りしが、

〔*「彙報」(『太陽』)/1909年 〕

(9)所 が、法學の観念の無い人の中には、動もす ると自分の財産を眺 虚分するのだ

から、それはめい～～の勝手の談で、損を仕様が徳 を仕様がかまつて貰ふに及ばぬ、

などと云ふ者があるから、こ 》で慮分椹の観念 を一言 したい と思ふ。

〔岡田三面子 「法律時評」(『太陽』)/1901年 〕

(10)氏 最も雪舟雪村 を愛す嘗て曰く彼れ形躰 を外に し榮辱の念な く越」意之を絹素の上

に置 くのみ是を以て神至 り筆從がふ構思苦慮 して後 ち成 るもの 、比にあ らざるな

りと

〔岡倉天心 「橋本雅邦」(『太陽』)/1895年 〕

(11)事 の實際に於て此種の監督者が垣窒1三 越意匹、能 く其職責を果 しつsあ るやは予

輩の頗 る疑迷 とす る所な り

〔佐野善作 ・祖山鍾三 「商業世界」(『太陽』)/1901年 〕

(12)若 しもその 目的を知 らず して唯議論にのみ畝心 し、恰 も議論を 目的 として議論す る

{こ と}あ らば、その議論は唯喧嘩の種たるべきのみ。

〔福澤諭吉 『通俗国権論 二編』/1879年 〕

(13)そ れで高柳は今 となって自分が生活に困難 』ているものだか ら、後悔 して、さぞ先

生も追い出 された為めに難義をしたろう、逢ったら謝罪するって云ってま したよ

〔夏 目漱石 『野分』/1907年 〕

(14)殊 に專制國の帝王の暴虐が、頭眠に鯉 られて居るので、極端な共和主義者であ

る。

〔西湖漁郎 「支那政界の中心人物(下)」(『 太陽』)/1917年 〕
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変化パ ター ンか らみる近現代漢語の品詞 用法

(1)一(4)の 名詞用法、(4)一(8)の 形容詞用法、(9)一(11)の 副詞用法、(12)

一(14)の 動詞用法は、いずれも現代には失われている(各 品詞の定義 は後述1)。

このよ うに、近代か ら現代にかけて漢語の品詞用法に変化がみ られ ること自体は、これ

までにも度々指摘 されてきた。

池上禎造(1953,1954)は 、「今 日の用法と異なるもの」 として、「残念 し」 「確定なる」

「適当しない」「複雑 して」等が近代に見 られたことを指摘する。鈴木丹士郎(1998)は 、

「今 日と異なる品詞性」として、近代(明 治期)に 、「思想 し」「損害す る」「附近す る」「習

慣 して」 「貴重す」「特有する」「悲痛 し」等の例があることを示 し、「明治期には今 日より

も漢語が多品詞にわたって用いられることが多いように思われ る」とす る。鈴木英夫(2005:

182-183)は 、明治期には語法の面で 「今 日と異なる用法」があるとし、例 として 「熱心す

る」「写真す る」「自信す る」 「矛盾な(人 間)」 「消極な(哲 学)」 を挙げる。 こうした指摘

は、各種文献から得た実例 に基づ くもので、重要な事実を示す。

しか し、いずれ も目立った変化が例示され るにとどま り、近代か ら現代にかけて多くの

漢語に並行 して起こった品詞用法の変化の実態が十分に明 らかになっているとは言えない。

本稿では、多数の語が短期間に品詞用法を変化 させたことは、個々の語 を超 え、大局的に

捉えるべき現象だ と考える。そのための基礎的データとして、以下、漢語の品詞用法の変

化の実態を、「理論上可能な変化パターン」 と、「実際に現れ る変化パ ター ン」 との対比に

より整理 した結果を提示する。

2. 変化パ ター ン

まず、「変化パ ター ン」とは何か、とい うことか ら述べる。た とえば 「熱心」は、近代に

次のように、名詞、形容詞、副詞、動詞 としての用法をもつ。

(15)「 熱心」

a.時 に悪霊余に告て曰く、「汝祈祷の蟄心 を以て不治の病者を救ひ し例を知 らざるか、

汝の祈祷の聴かれざりしは汝の蟄心足 らざりしが故な り」 と、

〔内村鑑三 『基督信徒の慰』/1893年 〕

b.如 何 して/＼ 我輩程塾心 な同権論者 は恐 らくは有るまいと思ふ。

〔二葉亭四逮 『浮雲』/1887-1889年 〕

且 本稿では
、文中での機能に基づき、品詞を判定する。たとえば、「塾心な人」の 「熱心な」

と、「継 勉強する」の 「熱心に」は、一般に、「熱心だ」 という形容動詞の活用形の一と

されることが多いが、本稿では、それぞれを異なる品詞(「熱心な」は形容詞、「熱心に」は

副詞)と みなすこととする。
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c.余 輩は勿論世間の學者 も西洋の事情を明にして我國に盆する{こ と}あ らん とて

蟄心勉強する{こ と}な らん

〔福澤諭吉 『通俗国権論』/1878年 〕

d.私 は翌 日早速錦町の某私立法律学校へ入学の手続 を済ませて、其処の生徒になっ

て、珍らしい中は熱心に勉強もしたが、その中に段々怠 り勝になった。

〔二葉亭四迷 『平凡』/1907年 〕

e.若 しもその 目的を知 らず して唯議論にのみ継 、恰 も議論を目的 として議論す

る{こ と}あ らば、その議論は唯喧嘩の種たるべきのみ。

〔福澤諭吉 『通俗国権論 二編』/1879年 〕[=(12)]

(15a)は 名詞、(15b)は 形容詞、(15c)(15d)は 副詞、(15e)は 動詞 として機能 してい

る。 この うち、現代に残 るのは形容詞 と副詞の用法のみで、名詞と動詞の用法は失われて

いる2。つまり、「熱心」は、近代の名詞 ・形容詞 ・副詞 ・動詞の4用 法の うち、名詞 と動

詞の用法を失 うとい う変化パターンを示す語である。

次の 「乾燥」は、「熱心」 とは異なる変化パターンを示す。

(16)「 乾燥」

a.火 室 と姻突を相接績する界の虚に、水を盛 りたる器を載せ 、これ より水蒸氣を獲

散せ しめて、室内空氣の魍 墓を防ぐ檬に してある事等が特徴であ ります、

〔石原笠軒 「媛室法の種類」『太陽』/1901年 〕

b.極 めて幽 暖地に も能く生育す。特 にアラビヤにても生育甚だ佳良にして、

埃及及アルゼ リーにも能 く産す。故に大変は熱樽よ り寒帯に亘 りて其栽培匿域を

有す るものな り。

〔上野英三郎 「農業世界」『太陽』/1901年 〕

c.渠 は美なる花 と特色なる葉を見て容易に其機那樹たるを判断 し、直に之を伐イトし

て樹皮の剥離に着手す、皮は皆暫時 日光に晒露 し、四方形に蔵 りたるを幾枚 とな

く重ねて、至艶 に至る迄、重歴を加へ置 くな り、

〔市村塘 「機那樹の培養」『太陽』/1895年 〕

(16a)は 名詞、(16b)は 形容詞、(16c)は 動詞として機能 している。この うち、現代に

残 るのは、名詞 と動詞の用法のみで、形容詞の用法は失われている。つま り、「乾燥」は、

近代にもっていた名詞 ・形容詞 ・動詞の3用 法の うち、形容詞の用法を失 うとい う変化パ

2た だ し副 詞 用 法 に つ い て は
、現 代 に残 るの は(15)d)の よ うな 「一に」 形 の み で 、(15)

c)の よ うな 「一φ」 形(本 稿 で 、 「一φ」 は、 ゼ ロ接 辞 ・ゼ ロ形 態 素 を 表 す)の 副詞 用 法 は

消 失 して い る。
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変化バ ター ンか らみる近現 代漢語の品詞用法

ターンを示す語である。

さらに別の変化パターンを示す語を挙げよう。

(17)「 利益」

a.勿 論民間で も随分無謀なことをしなかつた とは云へぬけれ ども、民間の事業は劃

益がな くなれば、勢ひ一時中止若 くは全 く止めなければな らぬ と云ふ傾 きがある。

〔園田孝吉 「政府の新事業整理問題」(『太陽』)/1901年 〕

b.速 記録を見ると随分切 り込んで居 るや うだが、新聞紙には政府の到益 な製iを詳は

しく書いて本煎の利益な鮎 を省 き、そこで一蹴 さるとあるのだ。

〔鬼谷庵 「政界鬼語1(『 太陽』)/1925年 〕

c.預 金を爲すに於ては、一時の風聲に驚かされて、漫 りに取付を爲す ことな く、資

金の増殖を計 り、以て 自己並に一般社會を礎 ことを努めざるべか らず。

〔小松崎吉雄 「金融界の動乱に就て」(『太陽』)/1901年 〕

(17a)は 名詞、(17b)は 形容詞、(17c)は 動詞として機能 している。 この うち、現代に

残るのは、名詞用法のみで、形容詞 と動詞の用法は失われている。つま り、「利益」は、近

代にもっていた名詞 ・形容詞 ・動詞の3用 法の うち、形容詞 と動詞の用法 を失 うとい う変

化パターンを示す語である。

(18)「 自信」

a.「 だから此の際旅行は至極好いでせ うよ。 さう云ふ訳な ら一つ勧めて見ませ う。

然 しうん と云つてす ぐ承知するかね。 中々動かない人だから、ことによると六つ

か しいね」Hさ んの言葉には旦債がなかった。

〔夏 目漱石 『行人』/1912-1913年 〕

b.昨 夕東京を立ってか ら、まだ人間に口を利 いた事がない。人か ら言葉 を掛 けられ

ような どとは夢にも予期 していなかった。言葉を掛け られる資格 などはまるで無

いもの と旦信⊥二切っていた。

優 目漱石 『抗 夫』/1908年 〕

(18a)は 名詞、(18b)は 動詞 として機能 している。この うち、現代に残るのは、名詞用

法のみで、動詞の用法は失われている。っまり、「自信」は、近代にもっていた名詞 と動詞

の2用 法の うち、動詞の用法 を失 うとい う変化パターンを示す語である。

以上4語 について、変化パターンを次のように記述することができる(名 詞をn、 形容

詞をadj、 副詞をadv、 動詞をvと おき、変化の方向を記号〉で表す)。
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(19)近 代 〉 現 代

「熱 心 」=n,adj,adv,v>adj,adv

「乾 燥 」:n,adj,V>n,v

「利 益 」:n,adj ,V>n

「自 信 」:n,v>n

「熱心」のよ うに、4つ の品詞用法の うち2つ を失 う変化 もあれば、「乾燥」「利益」の

よ うに、3つ の品詞用法の うち1っ または2っ を失 う場合もあ り、「自信」のように、2つ

の品詞用法の うち1つ を失 う場合 もある。 このように、近代か ら現代にかけての漢語の品

詞用法の変化には、種々の変化パターンが存在する3。

ここで、理論上の計算をしてみると、名詞 ・形容詞 ・副詞 ・動詞のいずれか1つ 以上の

品詞 を含む(た だ し、同 じ品詞が重複 しない)組 み合 わせ は、下記 の通 り、15通 り

(4Cr+4C2+4C3+4C4)あ り得 る。

(20)

品 詞1つ の 組 み 合 わ せ(4CImoo):回,【adj],[adv】,[v】

品 詞2つ の 組 み 合 わ せ(4C2通 り):【n,adj],ln,adv】,【n,v],[adj,adv】,【adj ,v】,【adv,v】

品 詞3つ の 組 み 合 わ せ(4C3taD):[n,adj,adv】,[n,adj,v】,【n,adv,v】,[adj,adv,v】

品 詞4つ の 組 み 合 わ せ(4C4勘):{n,adj,adv,v】

近代においても現代においても、この15通 りの組み合わせがそれぞれ成立 し得 るので、

近代か ら現代への4品 詞の変化パ ターンは、15の2乗 、すなわち225通 りあ り得ることに

なる(変 化 しない15通 りを含む)4。

このことを、次頁表1の よ うな225マ スの表に表 してみよう。縦軸に、近代の15通 りの

組み合わせを取 り、同 じく横軸に、現代の15通 りの組み合わせ を取 る。縦軸の各マスを横

にたどると、近代から現代に至る4品 詞の変化の、理論上の全パ ター ンが得 られ る(上 述

「熱心」「乾燥」「利益」「自信」の4語 を、表中の、それぞれの変化パ ター ンを表すマスに

記入 してある)。表 中、対角線上に並ぶ網掛け部分は、変化 しない15通 りを表す。

本稿では、700の 漢語について、この表のどのマスにあてはまる語であるのかを示 し、

理論上の225通 りの うち、実際にはいかなる変化パ ターンがみ られ るのかを明 らかにす る。

3各 品詞用法の範囲内で起きた変化もあるが
、今回はそのような変化には注目しない。たと

えば動詞の場合、自他両用動詞が、自動詞あるいは他動詞としての用法を失 うという変化が

みられるが、そのよ うな、「動詞」という品詞内部で起きた変化については本稿では捨象する
(漢語動詞の自他体系の変化について、詳しくは永澤済2007を 参照されたい)。

4た だ し
、「225通り」とは、近代を点と考え、現代を点と考え、その間の変化は]回 以下だ

と仮定した場合の数。
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変化バ ター ンか らみ る近現 代漢語の品詞用法

表1 近現代期品詞用法の理論上の変化パターン
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3.調 査方法

3.1調 査語の選定

選定方法

変化パ ターンの分布 を調査す る前に、調査対象 とする漢語の選定を行った。選定にあた

り、国立国語研究所(2004)『 分類語彙表 増補改訂版』(以 下、『分類語彙表』 とする)を

用いた5。本薔は、語彙調査に基づき、現代の日常社会で用いられる日本語の語及び表現を

集 め、その使用され る分野ごと(「生産物および用具」「自然物お よび 自然現象」等)に 分

類 したものである。

第一段階 として、『分類語彙表』の索引で一覧 され る97,022語(複 数の分野に掲載 され

ている語も各1語 と数えてい るため重複を含む)か ら、全ての漢語を抽出した6。全数32,722

語(重 複 を含まない)で ある。 ここから、一字及び三字以上の漢語 を除き、二字漢語のみ

を抽出した。全数23,512語 である。

第二段階 として、抽出 した23,512語 の各漢語にっいて、国立国語研究所(編)『 太陽コ

ーパス』(月 刊誌 『太陽』の1895年
、1901年 、1909年 、1917年 、1925年 の各巻を電子テ

キス ト化 したもの)7内 の出現数を調べた。出現数のカウン トは、本調査のために渡邊績央

氏によって作成 された電算機プログラムによる。出現数は、新字に加 え、旧字 ・異体字、

及び異表記(「状況/情 況」、「差異/差 違」のような関係にあるもの)で の出現数をカ ウン

トし、合計 した数である。8

s野 村 雅 昭 ・山 下喜 代(1993)
、野 村(1999)が 、 『分 類 語 彙 表 』 に 基 づ く 「現 代 漢 語 デ ー タ

ベ ー ス」 作 成 の 試 み 、 及 び 基本 漢 語 の 抽 出 方 法 にっ い て 述 べ てお り、参 照 した(同 デ ー タベ
ー ス は2010年6

.月現 在 未 公 開 か)。

6『 分 類 語 彙 表 』 は
、 「安 心 す る 」 の よ う に 、 漢 語 語 幹 に 和 語 形 態 素 が 結 合 した 「派 生 形 」 を

多 く 採 録 す る。 派 生 形 は 抽 出 対 象 か ら 除 い た 。 具 体 的 に は 、 次 の 形 の 語 を 除 く。 「一 じ」(1

語)、 「一 した 」(28語)、 「一 し て 」(4語)、 「一 じて 」(3語)、 「一 じ る 」(50語)、 「・す 」(6

語)、 「一す る 」(7038語)、 「一ず る 」(52語)、 「一た る 」(5語)、 「一で 」(2語)、 「一 と 」(4

語)、 「一 と し て 」(7語)、 「一な 」(1語)、 「一な る 」(2語)、 「一に 」(36語)、f一 に し て 」(1

語)、 「一の 」(4語)、 「一は 」(1語)、 「一も 」(1語)。

7『 太 陽』(1895～1928年 に博 文 館 よ り刊 行)は 広 範 な ジ ャンル と多彩 な執 筆 者 を特 徴 とす る
。

『太 陽 コー パ ス』 の 総 文 字数 は約1450万 字 、 記 事数 は約3400本 、著 者 数 は約1000人 。

8こ こで の 「新 字 」 と は
、『分 類 語 彙表 』 で の 表記 の こ と とす る。 一 般 に 、 「旧字 」及 び 「異 体

字 」の 範 囲(外 延)は 必 ず しも一 定 で は な い。本研 究 で はhttp:〃www.hyuki.com!aozoTa/replace.cgi

で公 開 され て い る字 体 変換 プ ログ ラム 『校 閲君 』(バ ー ジ ョン1.1.0)で 変 換 され る範 囲 で 、

1日字 体 ・異 体 字 で の 検 索 を 行 っ た。

な お 、『太 陽 コー パ ス』に も、字 体 変 換 辞 書(『太陽 』に 用 い られ て い る漢 字 の うち 、JISXO208

1997に 異 体 字 が 存 在 す る もの全 て につ い ての 、 「指 定 字 体(見 出 し とな る字 体)」 「等 価 字 体

(『太 陽 コー パ ス』 内 で 指 定 字 体 と等 価 の 関係 に あ る異 体 字)」 「参 考 字 体(同 、等 価 で な い
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変化パターンからみる近現代漢語の品詞用法

このデー タをもとに、出現数が80例 以上の語3,536語 の中か ら、現代にも日常的に使わ

れる700語 を選定 し、調査の対象語 とした9。ただ し選定にあた り、「出現数」から、「分析

の対象外 とすべき文字列(次 節3.2の 面 〈その他〉に分類 される文字列)の 合計」をひい

た数が40未 満の語は除いた。

二字漢語に絞る理由

ここで、調査対象を二字漢語に絞る理 由を述べておきたい。第一に、 日本語の漢語の中

で、二字漢語は、種類 と使用頻度において中心的な位置を占めることによる。その ことは、

『分類語彙表』に採録 された二字漢語の合計数(23,512語)が 、一字及び三字以上の漢語

の合計数(9,210語)を 大きく上回っていることか らもうかがわれ る。

第二に、一字漢語は、二宇漢語とはふるまいを異にする面があ り、そのことが、品詞の

問題を考察するにあた り、看過出来ないか らである。たとえば、二字漢語を語幹 とする漢

語動詞は、多 くの場合 、次のよ うな名詞化ができる。

(21)

魚を迦泌 → 魚の迦愁

違反者を処罰胚 → 違反者の処罰

勝敗を迭艇 → 勝敗の迭定

異体字)」の3種 の情報が収められている)が 付属 しているが、本研究では、技術的な理由
により、『校閲君』の方を用いた。『校閲君』で変換される字体は、大部分が、『太陽コーパ
ス』付属の字体変換辞書における 「指定字体/等 価字体」に重なるとみ られるが、両者の間

に、主として次のような差違がある。

◆ 『校閲君』で変換するが、『太陽コーパス』の字体変換辞書では変換 されない字

(本研究では、各字体を互いに等価とみる。)
「尭/尭 」「穣/穣 」「余/除 」

◆ 『校閲君』で変換 されないが、『太陽コーパス』の字体変換辞書では変換する字

(本研究では、(A)に ついては各字体を互いに等価 とみるが、(B)に ついては各字体を互
いに非等価とみなし、それぞれを異なる文字として区別する。)

(A)「荘/荘 」「富/冨 」「峰/峯 」「器/器 」「窓/窩 」「氷/泳 」「回/回 」「予/豫 」「萢
/瓶 」「鉄/鋏/鐵/鐵 」「鋳/鋳 」「腸/膓 」「場/場 」

(B)「杯/盃 」「島/嶋 」「駆/駈 」「翻/翻 」「帰/坂 」「著/着 」「園/薗 」「野/埜 」「模

/摸/模 」「涙/泪 」「淫/婬 」「曖/暖 」「昧/昧 」「跡/蹟/迩 」

また、「異表記」とは、『分類語彙表』の索引に、「状況 ・情況」のように併記されている

場合の2番 目以降の表記(及 びその旧字体 ・異体字表記も含む)を 指す。加えて、筆者の判
断で 「異表記」として検索対象に含めた語(「予」を 「豫」、「付」を 「附」、「究」を 「窮」、
「瞭」を 「瞭」と表記する等)を 含む。

9調 査の対象を、「『太陽コーパス』における出現数が80例 以上の語」の中から選んだのは、

調べたい品詞の用法が、当時、実際には存在しながらも偶然にコーパス内に現れなかったと
いう確率を、可能な限 り下げるためである。ただし、「80例」とい う数の妥当性はなお検討
の余地があると思われる。
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一方、同様 の意味をもつ語であっても、一字漢語を語幹 とする場合には、同様の名詞化

ができない。

(22)

魚を継 → 魚の*塾

違反者を脳 → 違反者の*罰

勝敗を雌 → 勝敗の*迭

これは、「熱する」「罰する」「決する」が、それぞれ 「熱」「罰」「決」だけを切 り離す こ

とが難 しい、融合度の高い動詞であることの表れ とみることができる。

また、一字漢語を語幹 とする動詞に 「感ずる」「信ずる」「動ずる」「命ずる」等がある。

これ らは、「一す る」ではなく、その音韻変化形 とみられる 「一ずる」とい う形態素を伴っ

ている。また、「感 じる」「信 じる」「動 じる」「命 じる」のよ うに、「一じる」を伴 う形式 も

ある。「する」は、それ単独で動詞になるが、「一ず る」「一じる」は単独では使用 されない。

このことは、漢語語幹 と 「一ずる」「一じる」との融合度の高 さを示 しているとみることが

できる。 このよ うな現象は、二字漢語にはみ られない。

よって、「熱」「罰」「決」「感」「信」「動」「命」といった一字漢語について品詞用法の広

が りを調べることと、二字漢語についてそれを行 うこととは、並行ではないと考 えられ る。

第三に、三字以上の漢語は、二字漢語(及 び一字の接辞)を べ一スにした複合語が多 く

(たとえば、「違法駐車」「強制処分」「不完全燃焼」 「圧倒的」 「共通性」等)、 それ らの分

析に先ん じて、その要素 となる、より基本的な、二字の漢語に絞って分析を行 うことが適

切 と考えられるか らである。10

なお、以上のような一宇及び三字以上の漢語の特殊性を考慮 した うえで、その品詞用法

の調査を行 うことは有効であ り、稿を改めて行 うべきものと考える。

3.2『 太陽 コーパス』 における用例調査

選定 した700語 が、近代に、名詞 ・形容詞 ・副詞 ・動詞の4品 詞の うち、 どの用法をも

っていたかを判定するため、『太陽 コーパス』に現れた全用例を次のいずれかに分類 し、分

類 ごとの用例数を数えた11。

10た だ
、三宇以上の漢語の中には、「不思議」(「不可思議」の略とされる)の ように、複合

語と捉えにくいものも含まれるが、そうした語も分析対象から外れることになる。 「換骨奪
胎」のように、複合語ではありながら要素間の結びつきが強い語についても同様である。

11用 例の検索及び分類にあたり
、国立国語研究所作成の全文検索システム 『ひまわ り』を利

用した。『ひまわ り』による検索結果は、KW1C形 式で表示され、検索語の前後の文字列によ

るソー トができるため、品詞判定が効率的に行える。
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(i)名 詞 一a

(ii)形 容 詞

(iii)扇[」 言司

(iv)動 詞

(v)名 詞 一b(連 体 修 飾 「一の 」 形:

(vi)名 詞 一c(「 一さ」 形)

(vii)除 外

(viii、 そ の 他

それぞれの詳 しい定義(分 類基準)は 以下の通 りである。 いずれ も、調査対象700語 に

ついて、コーパ ス上の全用例を分類するために立てた、帰納的な定義である。

(i)名 飼 。a

一般的な名詞の定義に準ずる
。「が」 「を」「に」「と」 「の」等の格助詞、「は」「も」「さ

え」「のみ」等の係助詞 または副助詞が後接 し、文中で主語 ・目的語 ・補語等 として機能す

る場合を、〈名詞 一a>と す る。無助詞でも、格助詞を伴 うの と同様に機能す る場合も、こ

こに分類する。名詞化接辞 「一さ」を伴 うものは、後述 〈名詞 一c>と し、ここには含めな

い。

〔〈名詞 一a>の 例〕

(23)そ れに前述のや うな原因による小作人の思想動揺が衝突 して固題 が起 るや うにな

ったのである。

〔矢野恒太 『時潮漫語』(『太陽』)/1925年 〕

(24)今 や 日清雨國の職孚は將に其鎧垣 を告げんとし、苑に第四回内國勧業博覧會を開設

して全國の物産を一堂の中に陳列 し、農工商の當業者は勿論普 く國民を して之を縦

覧せ しめ以て我邦の富源は如何なるものなるかを熟知せ しめた り、

〔金子堅太郎 『博覧会の沿革及其効能』(『太陽』)/1895年 〕

(25)筍 くも自己の主張に關 し又た他人の名得に關す ることを記す るに當 りては先づ其

の記事の確置 を保謹す るに足る事實を暴げなければならぬ。

〔浮田和民 『早稲 田大学紛擾の真相及其の根本問題』(『太陽』)/1917年 〕

(26)政 務の罐 に伴ふて自然産馬業に封する奨働の紀綱を弛め、夫より漸次事業は衰頽

に赴 きたるも、政府は敢て顧慮せ ざるもの 》如く、民業に放任 したる姿なれば斯業

の衰微 は殆ん ど名状すべからざる有様 となれ り、

〔*「農業」(『太陽』)/1895年 〕
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(ii)形 容 詞

「一な 」 「・な る 」 「一た る 」 「一と した 」 の接 尾 辞 を伴 っ て名 詞 に 前 接 し、 そ の 名 詞 を 修

飾 す る場 合 を 、 〈形 容 詞 〉 とす る。

一 般 に
、形 容 詞 は 、名 詞 に 前接 す る 「限 定 形 容 詞(attributiveadjective)」(た とえ ば 、 「亘

竺 花 」)と 、 述 語 の位 置 に 立 っ 「叙 述 形 容 詞(predicativea(ljective)」(た と え ば 、 「この 花 は

蝕 」)の 二 種 が あ る と され る。 本 稿 で は 、限 定 形 容 詞 の み を 〈形 容 詞 〉 とす る(叙 述 形 容

詞 は こ こに 含 め ず 、 後 述 の 〈除 外 〉 と して扱 う)。

〔〈形容詞〉の例〕

(27)慶 一 といふ存在は、善吉にとつて我子でもな く、博士の世嗣でもなく、蛇毒研究の

童重塗材料、生きた實験記録であるにすぎないのであつた。

〔三上於菟吉 「(長篇小説)蛇 人」(『太陽』)/1925年 〕

(28)こ れは雨極端の例であるが、では萱通な人はどれ位の分量が適當であるか といへば、

四デシネムから七デ シネムの間である。

〔三浦政太郎 「最近栄養学上の進歩J(『 太陽』)/1925年 〕

(29)此 の如 く寒帯地方に適するのみならず。極めて皇幽 暖地にも能 く生育す。

〔上野英三郎 「農業世界』(『太陽』/1901年)

(30)要 するに翻刻規則の改正 と第三回の許可は、精思熟慮の結果瞳遮 庭分に出て し

な り。

〔文部省 「国定教科書の翻刻発行に就きて」(『太陽』)/1909年 〕

(3D進 化 といふ湛継 観念を、初めて組織立つて髄表 したのは、千八百四十四年に

ロバー ト、チェムバースが匿名で出した 「博物生起論」である。

〔中島孤島 「ダー ウィンとウォ レース」(『太陽』)/1909年 〕

(iii)副 詞

「一と」 「一に 」 「一と して 」 「一に して 」 の い ず れ か の 接 辞 が 後 接 す る か 、 「一 φ」 形 を

と り、 動 詞 、 形 容 詞 、 ま た は 文 の 述 語 を修 飾 す る場 合 を 〈副 詞 〉 とす る。 ま た 、 同 様 の 形

式 を と り、 文 全 体 を修 飾 す る場 合 も 〈副 詞 〉 とす る。

原 則 と して 、 「一と」 「一に 」 「・と して 」 「一に して 」 「一φ」 以 外 の 形 式 は 、 〈副 詞 〉 に

分 類 しな い 。 た と え ば 次 の 下 線 部 は 文 中 で 副 詞 的 に機 能 す るが 、 「〈名 詞 一a>+格 助 詞 」 と

み る 。 巳2

塵2本 稿 の定 義 で は
、 「一で 」形 、 「。に て 」形 は 〈副 詞 〉 には 含 ま れ な い が 、次 の よ うに 、 「一

に」 形 の 〈副 詞 〉 と非 常 に類 似 の 機 能 を もつ 場 合 が あ る。

(i)a.お)・ ・!ど うか 、 あ なた 様 のお 力 で 、 あ の 人が無 塞ヱ 蹄 つ て 下 さい ます 機 に!

〔加 能 作 次郎 「漁 村 賦 」(『太 陽 』)/0917年 〕
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(32)之 を解決せんことは政府の勧 ヱ は出來ない、又た各政蕪の競孚に よつて出來 るこ

とでない。

〔浮田和民 「挙国一致の外政策」(『太陽』)/1917年 〕

(33)私 は君 を説いて見たが、君は何かのEe憤Egiそれを辞 し、代 りに白河鯉洋君を推薦 し

た。

〔巌谷小波 「桂月と私」(『太陽』)/1925年 〕

(34)其 の他各大學若 くは倶樂部等に於て擬國會の如きを設け時事問題に就 き秩序規律

整然たる討論會を催 し'ノー、より訓練を積むも亦可ならむ 〔ママコ。

〔添田寿一 「憲政の危機 と対策」(『太陽』)/1925年 〕

また、次のように、助詞 「は」が後接する場合、および、連体修飾語句(あ るいは節)

が前接する場合も、 〈名詞 一a>と し、〈副詞〉には分類 しない。

b.敷 本 を倒 し、わ つ か に胸 中 不 平 の嘉 塊 に樫 き、辞 ひ しま ぎれ に は 、散 歩 と出 か け て 、

どこ を ど う歩 る き しにや 、 吾 なが ら知 らず 、十 時 す ぎ しこ ろ先 は 無 塑 に=⊆か へ りつ

き ぬ。

〔久 保天 随 「鎮 西 遊 記 」(『太 陽 』)/1901年 〕

c.雨 さへ 降 らね ば 、 少 し位 風 が強 く浪 が 高 く と も、大 抵 は無 皇 に 帰 れ る だ ら う と、今

迄 の経 験 に て ら して 、 不安 の 中 に も籍 か に 安 んず る とこ ろが あつ た が 、

〔加 能 作 次郎 「漁 村 賦 」(『太 陽 』)/1917年 〕

(li)a.何 故 圓 浦 に政 友 會 大 臣 を辞 職 さ して 、憲 政 會 に里 塗 や らせ て 見 な い の か ね 。

〔鬼 谷庵 「政 界 鬼語 」(『太 陽』)/1925年 〕

b.何 れ の 國 と も提 携 せ ず里 陛 ⊆濁 立濁 歩 の 外 交 を行 ふ た の で あ る が 、

〔林 毅 陸 「東 西外 交家 の 手 腕 比 較 」(『太 陽 』)〕/1925年 〕

c.而 して 其 等 が幽 に 事 業 を 爲す よ り も、互 に聯 絡 を 取 つ て 爲 す 方 が 利 益 で あ る事 は

言 ふ 迄 もな か ら う。

〔記者(文 責)・ 早 川 千 吉 郎 「日英 の経 済 的 関係 改 善論 」(『太 陽』)/1917年 〕

この よ うな 類 似 性 か ら、「一で 」「一に て」形 を 〈副 詞〉 とす る こ と も、選 択 肢 と して あ る。

しか し、 この 「で 」 「に て 」 は 、一 般 に格 助 詞 と され(益 岡 隆 志 ・田窪 行 則1992:97の 「様

態 を表 す デ 格 」 に 相 当)、 前接 す る の は名 詞 と され る。 仮 に、 「一で 」 「一に て 」 形 を 〈副 詞 〉

と した 場 合 、益 岡 ・田 窪1992:78-79に 示 され る よ うな 多様 な 「一で 」形 、あ る い は 「一に て」

形 の うち 、一 部 を 「〈名 詞 一a>+格 助 詞 」、 一 部 を 〈副 詞 〉 とす る こ とに な る。 つ ま り同 一 形

式 を とる も のの うち 、い ず れ か を 「〈名 詞 一a>+格 助 詞 」、 い ずれ か を 〈副 詞 〉 とす る こ と に

な る が 、そ の客 観 的 な基 準 を定 め難 い 。

また 、 一 般 に 、 次 の よ うに 「一で 」 「一に て 」形 を とれ て も、 同 じ文脈 で 「一に」 形 を と

る こ とが で きな い 語 が 多 い。 よ っ て 、 「一で 」 「一に て 」形 に前 接 す る場 合 と 「一に」 形 に前

接 す る場 合 とで は 、 語 の性 質 が 異 な る と考 え られ る。

a.今 日の學 生諸 君 に 定 期乗 車 券 を持 た ない 者 は 殆 どな い位 で あ るが 、 昔 は富 豪 の息 子

で も徒 歩 ヱ 通 學 した もの で あ る。

〔土方久徴 「私 の学 生時代 二八会を中心 とした懐 しい思出」(『太 陽』)〕/1925年 〕

b.除 り遠 きは 往 い て 下 宿 し、 三 四 里以 内 の もの は 、徒 歩 虹 往 復 して 講義 を 聞 く。

〔大 町 桂 月 「教 育 時 評 」(『太 陽 』)/1901年 〕

c.昔 は 富 豪 の 息 子 で も*徒 歩 に 通 学 した もの で あ る。

以 上の こ とか ら 、本 研 究 で は 、形 式 を重 視 した分 類 基 準 を と る こ と と し、 「一と」 「一に」

「一と して」 「一に して 」 「一φ」 形 の み を 〈副詞 〉 とす る。

一127一



永澤 済

(35)故 に憲法政治が果 して有 り難きものであるか否は別問題 として、人民に於て之を熱

望す る場合に在て強て之を拒み此大勢に抗せん とするときは徒 に國内の擾齪 を來

た し遂に鎧昼は大勢に從ひ之を實施す るの外なきに立ち到 るべきは明白の事なれ

ば、

〔木場貞長 「政党内閣の特性及其得失長短を論す」(『太陽』)/1901年 〕

(36)尤 も偶然に冶金法に適 して利益を占めて居る人 もあ りますから、鑛 山事業は危瞼を

胃 してやる一捜萬金 と云ふ様な事業 として、此業に從事するものを危瞼者乃ち山師

な どと構 してその魍 鑛 山事業を輕蔑す る襟になつたであ りませ うが、

〔神藤i才一 「外交政略」(『太陽』)/1895年 〕

(37)此 の覚悟に入る修行が克己で、その麩1は 、、自分の中に天地の大道 と同一物である

良智良能を髄見 して、道菰にあ りといふ 自覧に入る。

〔姉崎嘲風 「社会の変遷 と信仰問題」(『太陽』)/1909年 〕

(38)今 日壷i轡に於ては眞正の意味に於ける貨幣なるものなく、幽 ま銀塊取引多数を占

め居れ り。

〔添田寿一 「台湾の経営」(『太陽』)/1901年 〕

(39)然 かも今 日英國は、口にこそ尚非軍國主義を高唱 しつsも 、甚の盤 は益々軍國主

義の縦跡を　 うて居るではないか。

〔某将軍 「欧州戦争を中心 として」(『太陽』)/1917年 〕

(40)殆 んど押 しつめられたる有襟にて河を登るに廿三 日間を要せ り、豊通 は十二三 日位

な りと云ふ、

〔*「 世界紀聞」(『太陽』)/1901年 〕

(4Dか つて私凌ミ三荘銀行の太阪支店鼠と.して太阪にあつた賞 壁1、大阪には書盤の愛好者

も可成 あつた。

〔高橋義雄 「我楽多雑記」(『太陽』)/1925年 〕

また、次のよ うに、主に副詞として使われる語が、連体修飾 「一の」形、あるいは述語

の一部を成す場合がある。本稿では、これを一種の名詞用法 とみな し、〈名詞 一a>に 分類

し、〈副詞〉 とは しない。

(42)火 力電氣が水力電氣に比 して高慣なるは盤 のことであるが、

〔安倍磯雄 「東京市の電灯事業」(『太陽』)/1909年 〕

(43)艦 内でも大宴會を開いて、填國の官民を饗磨 して、卓上に飾つた小國旗 を、來賓の

好む儘に持ち蹄 らせたので、ホテルでは其れを保存 し、呈速の氣轄で、今 日余等の

漱迎に利用 したもの と知れた。

〔坪谷水哉 「洋行中の年末年始」(『太陽』)/1909年 〕
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(44)も しこれ を歴迫すれば、産業の秩序 も、社會の秩序 も害はれることは纒 盒である。

〔長谷川如是閑 「労働組合法 と圧迫的法律」(『太陽』)/1925年 〕

(45)や 、何、然 うは して居 られん。呈速だがね、私が許の此の貸家だ、

〔泉鏡花 「貸家一覧」(『太陽』)/1909年 〕

〔〈副詞〉の例〕

(46)選 暴策、政治教育の必要を感 じた彼は、協調會理事の職 さへも拠つてゐた時なので、

改めて再び激職 に携 はることを欲 しなかつた。一度は継 と刎付けた らしい。

〔鉄火鞭 「官場の新人を評す」(『太陽』)/1925年 〕

(47)是 故に未開の國に於ては治外法権の制あり、文明の國に於ては其國法の保護あ りて、

人類は執れ の地敦れの所に行 くも、」自直 に且つ安全 に其生活を螢み、安寧幸福を享

受す ることを得べ し。

〔板垣退助 「立国の通義」(『太陽』)/1909年 〕

(48)船 は漉 塾三掃かれ、漁具、船具、食糧、薪水等を完載 し、艦 の方には竿頭高く日章

旗 さへ翻へれ り。

〔安東不二雄 ・松川実 「漁舟遠航記」(『太陽』)/1895年 〕

(49)然 かも其進歩や突然 と」∠⊆來るにあらず して、漸 を以て來る、

〔上野英三郎 「農業世界」(『太陽』)/1901年 〕

(50)人 民が新開拓地に移住するや、往 皿 エ急速の進歩鰻達を遂 ぐるに適當なる事情

に遭遇す ることあ り、

〔佐藤伝蔵 「人類 と自然」(『太陽』)/1901年 〕

(51)科 學一 即ち理化學の振興に須たず して灘 殖産興業の號達 を望む も畢寛紙上の

遊戯 に過 ぎざるは此一例を以てするも甚だ明 白である。

〔青柳栄司 「強国と成る可き根本大策(工 業教育の振興)」(『太陽』)1917年 〕

(52)苑 に於てか現在の非常なる入超状態か ら輸出入平衡の彼岸に景氣恢復の光明 を求

めん と欲す るならば、猛 昼第二の方法即ち輸入を減少 して以て入超の減退を圖るの

外はない。

〔井上準之助 「挙国一致 して輸入の減少を図れ」(『太陽』)/1925年 〕

(53)誌 語のつ もりで言つたことは眞實に成って來た。童隆、菜の花が咲いて居た。

〔島崎藤村 「旅」(『太陽』)/1909年 〕

(54)け れ ども木の葉蝶は、日本の内地には棲 まないで、主として南方の琉球か、若 くは

豪溝に限つて居て、而 も彼の地に於て も、決 して豊通何庭 にでも居るのではない。

〔名和靖 「木の葉蝶の研究」(『太陽』)/1909年 〕

(55)私 も當壁 、留學生 として、伯林に滞在 して居つたので、互に頻繁に往來 した。

〔井上哲次郎 「浜尾子を追懐す」(『太陽』)/1925年 〕
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(56)從 塞外國に輸出す る本邦製茶に、着色茶及無色茶の二種あ り、

〔*「海内彙報」(『太陽』)/1895年 〕

(iv)動 詞

補 助 動 詞 「一す 」 ま た は 「一す る 」 を伴 っ て 使 わ れ る場 合 を 、 〈動 詞 〉 とす る。 「一す 」

及 び 「一す る」 の 活 用 形 、 「一せ/一 し/一 す/一 す る/一 す れ/一 せ よ」 「一さ/一 せ/

一し/一 す る/一 す れ/一 せ よ/一 し ろ」 を含 め る
。 「一で き る 」 「一致 す 」 「奉 る 」 「一仕

る 」 「一遊 ばす 」 「一くだ さ る 」 「一な さる 」 「一申 す 」 等 の 可 能 形 や 敬 語 形 を と る場 合 は含

め な い 。 ま た 、 「皮 肉 る 」 の よ うに 、 「一す 」 ま た は 「・す る 」 以 外 を伴 っ て 動 詞 が 形 成 さ

れ る 場 合 も含 め な い 。

〔〈動詞〉の例〕

(57)毫 も之れ に眞摯なる注意を加へざるに於ては究極如何なる結果に到達猛 であ ら

うか。

〔佐伯矩 「保健上の栄養問題」(『太陽』)/1917年 〕

(58)グ リンデル ・マシユースに依れば、戦孚は間接にのみ國民的膨脹や、侵掠や、羨望

の精神か ら鎧塁竺 られるので、直接には人口過剰 といふ事が原因である。

〔記者 「戦争予防法として見たる産児制限」(『太陽』)/1925年 〕

(59)日 本 と露、濁、佛三國との間に於て、此の條件を内定 し、同時に三國は永久遼東半

島に手を下さ ゴる{こ と}、 日本は壁溝を他に割譲せざる{こ と}の 保障を爲 した

り、故に清國との談判は圓滑に齪 べ し

〔*「時事」(『太陽』)/1895年 〕

(60)以 上記す る所は米英二國の實例に過ぎず其他の代議政國 も十九世紀の中半以來概

ね中央集椹の主義に鯉 るの事實あるを認む

〔加藤政之助 「立法行政の調和(附 現制度の改正)(承 前)」(『太陽』)/1901年 〕

(61)然 るに今 日に於ては、全 く之に反 し、金のある學校は設備も完全⊥:、講師も精選 し

て智識のある人を聰用 してあると云ふ有様なるを以て、天下の青年は皆之に集合す

ると云ふ工合になり、亦徳性 と云ふもを顧みざるのみならず、之を眼中に置かざる

に至 り、教育も結局金銭の 目的物 となることLな つた。

〔島田三郎 「社会の腐敗救治意見」(『太陽』)/1901年 〕

(v)名 詞 一b(連 体修飾 「。の」形)

近代に多用され、現代には失われた連体修飾 「一の」形の用法がある。 「惣 尊信者」

「麹 態度」「完全の屋根」「貴重の金銭」といったものである。現代には、「一な」形の

形容詞がこれに換わる。このタイプをいかなる品詞 とすべきか、一筋縄では決め られない。
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一般に、「塾2知 識」のよ うな 「一の」形の連体修飾語は名詞 とされ る。同様の論理で

いえば、「一の」形をとる 「熱心」「寛容」「完全」「貴重」は名詞である。 しか し、失われ

た連体修飾 「一の」が、現代 には、形容詞 「一な」に引き継がれていることは、両者の連

続性を示す。

よって、近代に、形容詞 「一な」「一なる」「一たる」「一とした」のいずれかの用法をも

つ語が、「一の」形の連体修飾用法をももつ場合に、それを仮に名詞 とみな した うえで、一

般の名詞用法 〈名詞 一a>と は区別 し 〈名詞 一b>と する。13

〔〈名詞 一b>の 例〕

(62)高 山右近、小西行長の如 きは、熱心の尊信者であ りま した

〔森大狂(記)・ 久保田米偲(談)「 甲冑の話」(『太陽』)/1925年 〕

(63)従 って、彼は彼等に対 しても、終始胞 態度 を改めなかった。

〔芥川龍之介 「或 日の大石内蔵助」(『太陽』)/1917年 〕

(64)山 中で露螢するときは、木の枝にて小舎を組みたてこの蕗の葉を屋根に載すると忽

ち完全の屋根が葺ける。

〔丸山晩霞 「樺太の感想」(『太陽』)/1925年 〕

(65)此 の場合に得たる金圓は果 して如何なる支途に向けらるべ きや、蓋 し更に一層贅澤

三昧を爲すに過 ぎざるべ く、或は美酒に或は珍味に所謂悪銭身に付かずの讐への通

り、下 らぬ事に貴重 の金銭を浪費 し了らんのみ。

〔祖山鍾三 ・佐野善作 「商業世界」(『太陽』)/1901年 〕

13「Xのn」(Xは 漢語)と い う形式をとる名詞句には様々なタイプがある。その うち(v)

に分類するのは、nの 様態や性質をXが 意味的に形容する、限定修飾の場合のみとする。主

として、「nはXで ある」と言い換え得る(「2kS{11SZ}品物」→ 「(この)品 物は大切である」)

場合である。ただ し、そのような言い換えができなくとも、次のように、nが 感情を表す名

詞で、Xが その内容を表している場合 もこれに含める。

乱 我輩は八ヶ月程イスパニヤに居つて、殆んど全國を旅行 したけれ ど嘗つて一物を取

られた事もなければ又少 しも危険璽思をした事もない

〔村上直次郎(談)『 名士の西班牙観 イスパニア雑談』/1909年 〕
b.猫 り誤解が伴ふのみならず、學問の債値を會得することが出來ず して、學問に封 し

て遡 感を抱き、學問その物を尊敬せぬ傾を生ずる。

〔兆水漁史 『教育時言』/1917年 〕

以上の原則から外れる次のようなケースは、(v)で はなく(i)の 〈名詞 一a>と する。

・ 「里血璽回復」のように、nが 動作を表す名詞、Xが その補語、という意味関係にあ
る場合。

・ 「我國に於ける困塾2-」 のように、nがXの 割合を示す場合。

・ 「國民的交際娯樂機關の必IIIIQ上より」のように、位置や場所を表す名詞n(「 上」「内」

「外(ほ か)」等)が 、具体物でない漢語Xと 結合し、抽象的な意味で用いられる場

合。
・ その他、「私の熱心の賜であった」「困難の萌芽」「其進退は利益の多少に因る」「重悪

Q程 度を加へ」のように、nの様態や性質をXが 意味的に形容する関係にはない場合。
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(vi)名 詞 一c(「 一さ」形)

漢語が名詞 として機能す るとき、名詞化接辞 「一さ」を伴 う場合がある。漢語 「一さ」

形が一般化す るのは比較的新 しく、近代後半か ら現代にかけてとみ られる。それ以前は、

次のよ うに、「・φ」形が多用された。

(66)畢 寛描窩の巧妙 と、考讃の盤 とは幕府時代の史家 と錐 も、之に達せんと骨折 りた

ることにて此段は西洋の史家 と大差なきことなり。

〔山路愛山 「日本現代の史学及び史家」(『太陽』)/1909年 〕

(67)民 族の違太は此の如き場合に現はれるので、目前腿尺の問題にのみ醒齪 として較や

ともすると刀 を揮廻す を武士道の精華 とす る島國人には連 も此學術的敬度 と此文

明的襟度 とを想像出來ないであらう。

〔内田魯庵 「学術的汎亜細亜主義」(『太陽』)/1917年 〕

(68)第 六に法人所得税は趨整を避 くるため配當所得税、留保所得税等の種類を腹止 し、

利益金全髄を一括 して、その中から資本金に封す る年五歩に相當す る推定標準配當

金を控除 し、その残額たる超過利益だけに封 して約一割の高率を賦課す ること、

〔小林丑三郎 「税制改革の研究」(『太陽』)/1925年 〕

一方で
、近代には、次のような、現代には一般的でない 「・さ」形の用例がみ られ る。

(69)矢 島は野村の貧乏杢 が想像以上なので、一寸氣の毒にも感 じたが、其思ひよ り心の

晴々す る方が多かった。

〔柳川春葉 「誇」(『太陽』)董909年 〕

(70)こ の必盤 と堂溢 さとを最 も人間 らしく生か したものがかきたい、其庭にあらはれ

た實感をなるべく高債なものに したい、それが自分達の仕事だ。

〔加能作次郎 「一月の文壇」(『太陽』)/1917年 〕14

(7D第 三室の柿内青葉女史の 「十六の春」は、乙女盛 りの十六の春 を描 き、乙女の姿態

も着物の着色 も、手に入つて、謹 塞査を見せてゐるが、背景の桃木や ヒヤシンス等

は、花鳥家でない女史であるから、些か見劣 りがす る。

〔梅沢和軒 「帝展の 日本画」(『太陽』)/1925年 〕

以 上 の 事 情 を 考 慮 し、 「一さ」 形 の 名 詞 を(i)の 〈名 詞 一a>と 区別 し、 〈名 詞 一c>と

して 分 類 す る。

14こ の箇所は
、筆者、加能作次郎による表現ではなく武者小路実篤の発言の引用である。
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〔〈名詞 一c>の 例〕

(72)圓 舞の足拍子のや うな醗 で、或 る期待が踊つてゐた。

〔中谷徳太郎 「打つ勿れ」(『太陽』)/1911年 〕

(73)さ て此南大門の雨側に嚴然 として直立勇躍せるは、運慶湛慶作 と稔す る仁王である。

其高 さ二丈六尺五寸、以て其偉太さを知るべきである。

〔鈴木禎二 「旧都の春を訪ねて」(『太陽』)/1917年 〕

(74)た だそれは低損失 といふ鮎からのみ述べたことで、調整の不饗、又は接燭の確墨 、

或ひ[ママ〕は制御の垣囲盛 等の鮎に就ては、コンデンサー購入の際に、損失率 と同

檬、是非心得てゐなければならないのである。

〔近藤生 「ラヂオ漫談」(『太陽』)/1925年 〕

(viD除 外

(i)～(vi)を 基本的な分類枠 とするが、そこに分類することが困難で、かつ近現代

期の品詞用法の変化を捉える目的において、当面、分析の対象外 と して よいと考えられ る

次の ようなケースを、〈除外〉 として扱 う。

【除外 一①】

〈形容詞〉の定義で述べた ように、叙述形容詞を分析対象から除外す る。 これは、叙述

形容詞文 と、「彼 は堂生だ」型の名詞述語文とを明確に区別 し難iいか らである。たとえば次

の(75)一(78)に おいて、aは 名詞用法、bは 限定形容詞用法であるが、cの タイプを名

詞 とみるか叙述形容詞の一部 とみるか、区別することが難 しい。

(75)「 無駄」

乱 日本人が職後の世界的競孚に雄を示さうとするな ら、出來るだけ何事にも錘

麸 を省略 して、輕快鮮明に活動の出來る手段を大謄 に採用せねばな りません。

〔与謝野晶子 「心頭雑草」(『太陽』)/1917年 〕

b.從 つて能率の好い職工程塞監 な動作がない。

〔安井正太郎 「作業時周短縮による能率の研究」(『太陽』)/1925年 〕

c.會 計の機關す らも礁に備はって居ない日本の政蕪の現状 では、到底此注文は

遮駄 である。

〔浅田江村 「政治、外交」(『太陽』)/1909年 〕

(76)「 破格」

a.用 語、語調等に於ける古典文学の中庸主義は破 られて、激越な語句、詩法上

の壁 が 自由に許された。

〔平林初之輔 「文学方法論」(『太陽』)/1926年 〕
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b.僧 正は、クラ、に他所ながらの告別を與へるために この毯笹 な慮置を したの

だ と氣が付 くと、クラ、は又更 らに涙のわき返へるのをと∫め得なかつた。

〔有島武郎 「クラ 、の出家」(『太陽』)/1917年 〕

c.外 交調査委員會の新設は全 く破天荒に属 し、其の制度 は壁盗である。

〔浅田江村 「時局の印象」(『太陽』)/1917年 〕

(77)「 評判1

a.一 時あれ位の詫 剋を生み、淺草名物の一つ として敷へ られてゐた闇の町が、

全然根絶されて しまつたのだ。

〔記者 「浅草放浪記」(『太陽』)/1925年 〕

し 琶惣 美 しさとい う程でもないが、眉の処に人に好かれるような艶な処があ

って、豊かな肉づきが頬にも腕にも露わに見えた。

〔田山花袋 「田舎教師」(『太陽』)/1909年 〕

¢ 噂に聞いたどころではなかつた。それは非常な劃 であつた。

〔田山花袋 「ある僧の奇蹟」(『太陽』)/1917年 〕

(78)「 最高」

a.爾 後温度急に昇 り、夏季の量直は華氏九十度以上に達 し、能 く植物 を生育せ

しめ、而かも朝夕は冷涼にして、人身爽快な り。

〔上野英三郎 「農業世界」(『太陽』)/1901年 〕

b.學 問の 目的は出來るだけ量直な所まで推 し上さないと淺薄になると思ひます。

〔与謝野晶子 「心頭雑草」(『太陽』)/1917年 〕

c.お あいさんは自分が目的 とす る藝術の上で、いちばん量直 だと信 じる思想に

ついて英さんに話 した りした。

〔田村俊子 「第一印象」(『太陽』)/1917年 〕

叙 述 形 容 詞 は 、 具 体 的 に は 、 次 の よ うな 形 式 で 現 れ る。 「一だ 」 「一だ っ た 」 「一だ か ら」

「一で あ る 」 「一で す 」 「一で 」 「一な の で 」 「一な が ら」 「一た り」 「一な り」 「一に(思 う/

感 じる/見 え る/等)Is」 「(…が)一 な こ と16」等 。 ま た 、 引 用 を表 す 助 詞 「一と」 が 後 続

IS「 残念に思 う」「快適に感 じる」「立派に見える」など
、話者の知覚を表す動詞と共起 し、

「一であると(思 う/感 じる/見 える)」と言い換えられる場合を、本稿では、述語 と同等の

性質をもつと見て、ここに分類する。

16次 の2タ イプは類似の形式をとるが区別されるべきものである
。

a.自 己の心理をいかに他に髄見 し、又他の心理をいかに自己に獲見す るかといふこ

とは藝術の標準を上げる上に於て、最も必要なことである。

〔田山花袋 『最近に読んだ小説』/1917年 〕
b.高 聲器で團腔的に聴取するには、翼空球検波器や増幅器が必要なことは云ふまで
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する場合(一 とす る/一 と思 う/一 と言 う/一 と感 じる/一 と知る/等)や 、疑問を表す

助詞 「。か」が後続す る場合 もこれに含める。同 じく、助動詞 「一だろ う[だ らう]」「一

らしい」「一そ うだ[さ うだ]」 「一かもしれない」等が後続する場合 もこれに含 める。

〔〈除外 一①〉の例〕

(79)併 しながら吾人は、實際の生活を考慮 して見れば、外的生活に於いてこそ、團集的

であるが、 自己の生存は、全 く孤置であると言はねばならぬ。

〔長谷川天渓 「(文芸時評)孤 独と忍従の生活」(『太陽』)/1909年 〕

(80)彼 れの体格は盤 に して、その門下の人は、當時幕下十雨の債値あるや うにも思ひ

しと言へ り。

〔横山健堂 「藤田東湖の半面」(『太陽』)/1901年 〕

(81)而 して未だ全然隠れて居 るけれ ども、漠蓬 なが ら將來の開髄 を期待 し得る富も、甚

だ少 くない。

〔浅田江村 「秋田大観」(『太陽』)/1909年 〕

(82)又 該江沿岸には場所を撰び渡船を設け双方人民の往來は旦坦 たるべ し

〔*「彙報」(『太陽』)/1909年 〕

(83)之 だけ高い所に置けば、日本に澤山ある大抵のまつい銅像でも少 しは立派に見える

だらうと濁 り感服す る。

〔厨川 白村 「老女優サラ ・ベルナアル」(『太陽』)/1917年 〕

(84)併 し益々風雨は募 り、全 くシケの光景 となり、漕いでも短駄 と知つた時、紫錦は舟

底へ身を横イトへた。

〔国枝史郎 「(長篇小説)馳 つかひ(第 一回)」(『太陽』)/1925年 〕

(85)方 今最新式の職術 を磨用す る戦孚には、どうして輕氣球が必要 か と云ふ と、職術が

進歩するに随つて益ます高所から敵情を見下す必要がある。

〔冶雷町人 「軍用軽気球」(『太陽』)/1901年 〕

(86)唯 だ不信任の理想に就て憲政會 と一致することが困難 だらうから、其れが爲めに何

んな璽化が起 るか知れない と云ふ事 も豫想 されるのちや。

〔無名隠士 「政界の表裏 三党の三思案」(『太陽』)/1917年 〕

(87)そ の盈 苗らしい言葉のす ぐ後に本田が穏かな調子で云つた

〔豊島与志雄 「本 田の死」(『太陽』)/1917年 〕

もなく、其の取扱も此種の高級のものになると多少の知識を要する。

〔安藤博 『放送無線電話の発達とその聴き方』/1925年 〕

aに おける 「こと」は 「(最も)必 要な」を受けてお り、これは限定形容詞用法である。一

方、bに おける 「こと」は 「高聲器で囲胆的に聴取するには、眞空球検波器や増幅器が必要」

という文全体を受けている。すなわちこの場合の 「必要」は、文の述語である。 よって、a
のタイプは(li)(形 容詞〉、bの タイプは(述)〈 除外〉に分類する。
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(88)ひ どくお前は麺 さうだな。

〔国枝史郎 「(長篇小説)髄 っかひ(第 五回)」(『太陽』)/1925年 〕

【除外 一②】

漠語に、形式名詞 「様[や う/よ う](だ)」 「筈[は ず](だ)」 「訳[わ け](だ)」 「絵[あ

まり](に)」 「為[た め](に)」 「うち(に)」 「所(と ころ)」等が後続す るとき、いかなる

品詞に分類すべ きか、判断が難 しい場合がある。たとえば、次のよ うな場合である。

(89)そ こで日本の急務は、鐵 と石炭 とを十分ならしめ軍需品を濁立せ しむる制度 と経濟

組織 とを完成せ しむるに在 る。技師な どは何程でも出來 さうだが、鐵や石炭の濁立

は甚だ困難のや うである。

〔千賀鶴太郎 「日本の欧州戦乱に対する地位」(『太陽』)/1917年 〕

(90)凡 そ何れの國民であるを問はず、或る國民に厩する者が他の國民を了解す る事は、

最 も困難なことであるが、殊に能 く似たや うに見えて而かも其の差の大なる雨國民

が互に正當に了解す ると云ふ事は、全 く外形よりして異つた爾國民が互に了解 し合

ふ よりも一層困離なや うである。

〔記者(文 責)・ 日置益 「最近支那政局の解剖」(『太陽』)/1917年 〕

漢語 「困難」は、後続の(形 式)名 詞 「や う」への接続形 として、「一の」または 「一な」

形をとっている。形式か ら判断すれば、「一の」形の場合を(v)〈 名詞 。b>、「一な」形の

場合を(の 〈形容詞〉とみな し得る。そ うすると、「困難」は、名詞または形容詞 として、

「や う」を限定修飾 していることになる。その場合の統語構造は(91a)の よ うに書ける。

しか し、意味の面から考えると、「や う」は、形式名詞 とい う名の通 り、名詞 としての実

質的な意義は希薄であ り、統語上は、「困難」 との結びっきよりも、「である」 との結びつ

きの方が強い とみ られ る。その構造は(91b)の ように捉 えるべきものである。その場合、

「困難Jは 、「や うである」を伴い、述語 として機能 していることになる17。

17そ の場合の 「や うである」は
、助動詞 「らしい」等と同様の機能をはた していると考えら

れる(た だし、「らしい」の場合、前接する語の接続形式は 「一φ」形となる)。

a.第 二の問題に就ても多年教育に経験ある岡田文相が局に當つて居るから甚だ適富の

様であるが岡田文相從來の保守的保守的精神では教育上大改革の英断を望むことは
出來ぬ。

〔浮田和民 『総選挙の意義 附 議会再解散説の可否』/1917年 〕
じ 私見たいなものは、奉公でもいたして一生暮らした方が盤 らしう御座いますから。

〔田村俊子 『第一印象』/1917年 〕
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(91)

翫[[困 難{の/な}や う]で ある]

b.[[困 難{の/な}]や うである]

そ して、「困難」を述語 とみな した場合、上述、〈除外 一①〉と同様の問題にいきあたる。

すなわち、「困難」を叙述形容詞の一部 とみるか、名詞述語 とみ るか区別す ることが難 しい。

よって、以下のように、漢語が形式名詞に前接 し、それが述語の機能を果た している場合

を、〈除外 一②〉 とする昌8。

〔〈除外 一②〉の例〕

(92)聯 合諸國は抑 も何の爲めに職ひつsあ るか、職孚の 目的精神は固よ り夙 に盟直 の筈

であるが、實は未だに荘漠で職孚の縫績に伴ひ益々明瞭を訣 くことになつた、

〔浅田江村 「講和乎恒久戦乎」(『太陽』)/1917年 〕

(93)無 論給査は寓眞でないか ら實物 らしいものを描いたs"け ではいけない、更にそれ が

藝術的の債値 を有たなくてはな らぬが、然 し、本當の瀧 にさへ見えない もので、藝

術的に立匠な筈はない。

〔田中頼璋 「桂漫四致」(『 太陽』)/1917年 〕

(94)故 に初めに蹄 りま して青年の任務の重もい事を知れば青年は羨むべきが如 くに し

て決 して羨む事は出來ない、誠に一方から見れば ドウモ御 岨 の課であ ります

〔和田垣謙三 「青年」(『太陽』)/1895年 〕

(95)益 以て國民の負櫓は容易ならず して前途は愈困難 な課である、

〔木場貞長 「政党内閣の特性及其得失長短を論す」(『太陽』)/1901年 〕

(96)是 等の周旋奔走の爲 め翁は資財 を蕩盤す るに至 り且っ塾心の餓他派の感情を傷け

て其説の容れ られ ざるより倶に談ず るに足 らざるを畳 り其居を名古屋 に移 し同地

の後進者を薫陶 して京都 と相封峙せ しめん事を欲 し其移住の準備 をなす

〔*「 美術」(『 太陽』)/1895年 〕

18漢 語が形式名詞に前接する場合であっても、それが述語として機能 していない次のような

ケースは、〈除外〉 とは しない。以下のものは全て、(i)の 〈名詞 一a>と みる。

a彼 女の謹 の除 り、絡よりぬけ出てラバを止めた際、指を僥いたと僧は考へて居る、

〔谷津直秀(講 演)『 ベスービヲ大噴火実見談』/1909年 〕
b.成 程現今資産の大部分を株券に注入 し、之を抵當として銀行より巨額の負債を爲せ

る人々は、株券市債の日に日に下落 し而かも利息は漸や く騰貴 し、將來或は破産を
免かれざらんとする爲に、其の萱癒の除 り種々の運動を試み、何とか して株便を引

上げ、其機に乗 じ費 りて遁げんとする虫の好き量見を抱持する者少なからざるべ し。

〔坪谷水哉 『経済時評』/1901年 〕
c.殊 に貧民は洗濯物を乾かす困難の爲め、減多に洗濯 もせぬから、不潔不衛生は甚だ

しく、盛に病人が出來る。

〔*『外人の 日本観 日本人の家屋』/1909年 〕
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(97)そ の人達は職務に墨寛なあまり、博士を煩勢の結果死な して しまつても、一刻 も早

く廣く人々に知らせ るといふことが、自分たちの責任であ り、重大な使命であるや

うに振舞った。

〔三上於蒐吉 「(長篇小説)蛇 人(第 九回)」(『 太陽』)/1925年 〕

(98)で 、私のおそれたのは私の頭がまだ盟膣な うちに、どうか して後事を貴方に申上げ

ておきたいと思つたのですが・

〔三上於菟吉 「(長篇小説)蛇 人(第 五回)」(『太陽』)/1925年 〕

(99)思 ふに俸給生活者は所得の認定が餐易な爲め、兎角同一所得の職 工よりも多 くの公

課をかけ られ易い爲であらう。

〔記者 「職工及俸給生活者の生計状態一本邦最大の生計調査成る一」(『太陽』)/1925年 〕

(100)終 尾の二日には、枕木の不足を告げた爲に、鐵軌一本の長に枕木十三本を置いて

ゆくのが當然の ところ、それが出來な くつて、一本抜に半敷づ 」並て往つて、寄居

から復 とつて還 してやつた事。

〔中島竹窩 「鉄道大隊(上 武線の作業)」(『太陽』)/1901年 〕

【除外 一③】

形態素間の結合度が比較的強く、他の形態素と併せて一つの 「語」的性格 をもつために、

上述の品詞に分類す ることが難 しい場合を 〈除外 一③〉とする。「一にす る」(「大切にす る」

「邪魔にする」「親切にする」「快活にする」「不安にす る」「明確にする」)、「一になる」(「得

意になる」「邪魔になる」 「自由になる」「心配になる」 「不安 になる」 「明確になる」)、「一

が る」(「得意がる」)、「一とする[一 としている]」(「　然 とする」「堂々 としている」)、「一

となる」(「　然となる」)等 である19。

〔〈除外 一③〉の例〕

(101)凡 て他人 と共同で働 く時は、私はいつも快活にす る。不快活は、働手全膿の氣を

沈ませ、仕事の全髄 を害する。

〔福井菊三郎 「米国の児童道徳の話」(『太陽』)/1925年 〕

19「 一にする」「一になる」については、慣用的な表現として固定化されたものが多い。そ
の中で、比較的生産的なタイプとして、「XをYに する」の形式で 「XをYの 状態に変化さ

せる」の意を表すもの(例:「 問題を阻確幽 」「恐怖が彼を　安匹 た」)、同 じく 「Xが
Yに なる」の形式で 「XがYの 状態に変化する」の意を表すもの(例:「 問題が囲 遮 」
「彼は不安になったJ)を 挙げることができる。なお、表面的には同形式をとっていても、「す

る」が 「行う」の意で用いられている次のような場合は、「慎重に」と 「する」とは、各々独
立した 「修飾語」「被修飾語」の関係にあり、下線部を 〈副詞〉 とみる。

a.然 るに第三回に在ては一は從來の経験に徴 し、一は今回は長期に渉 り許可す るが

故に、最も人選を遺重にするの要あるを以て文部大臣は十分の責任を負ひ之を許

否せ しな り。

〔文部省 『国定教科書の翻刻発行に就 きて』/1909年 〕
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(102)就 中今後妥協を困魍 至事項は、農地分配、社會改革等の大問題が、前途に横

つて居 ることである、

〔露西亜の政局 「米国の児童道徳の話」(『太陽』)/1917年 〕

(103)本 組合 は不正茶の取締を一層髄 爲め本縣知事へ請願の上自今巡査若干名

を特置 し常に市中を巡視す る事

〔*「海内彙報」(『太陽』)/1895年 〕

(104)私 は詰 らないことが心 己にt。 私は驚 き易 く、惑ひ易 く、憤 り易 く、落胸 し易

い。

〔与謝野晶子 「心頭雑草」(『太陽』)/1917年 〕

(105)さ ア出てお呉れ、邪魔魍 ぢやないか。

〔田口掬汀 「喜劇 嘘の世界」(『太陽』)/1909年 〕

(106)金 さへあれば、何 でも旦 由幽 と考へてゐる心底が見えすいてゐる。

〔無腸公子 「新長者議員の顔触」(『太陽』)/1925年 〕

(107)金 は入 らぬ………子が欲 しい・・…・…と云ふ方なれば謎 て下さるに相違ない

〔饗庭篁村 「従軍人夫」(『太陽』)/1895年 〕

(108)元 來武断派 といふ言葉か らして漠然として居る。

〔浅田江村 「政治、外交」(『太陽』)/1909年 〕

(109)金 吾[se.tt,人刎 雌 。

〔田口掬汀 「喜劇 嘘の世界」(『太陽』)/1909年 〕

【除外 一④】

〈動詞〉に準ず る形式 として、補助動詞 「一す」「一す る」に代わ り、「一できる」「一致

す」「奉る」「一仕る」 「一遊ばす」「一くださる」「一なさる」 「一申す」のような可能形や

敬語形をとる場合を 〈除外 。④〉 とする。 また、補助動詞 「一す」または 「一する」以外

を伴 って動詞が形成 され る場合(調 査範囲内では 「皮肉る」のみ)も ここに含める。

〔〈除外 一④〉の例〕

(110)で も僕はその言葉を直接に聞かない中は漉星 出塞ない。

〔真山青果 「壁の花」(『太陽』)/1909年 〕

(川)土 産神 は申すに出ばず、一切の神佛豊幽 べく候。

〔豹子頭 「明治初年外交物3g(そ の五)邪 教退治の腹芸」(『太陽』)/1925年 〕

(112)い つれ精進落 しには、どこぞへ髄 て、お美いものを召食るでせ うから。

〔徳田秋声 「蜘(『 太陽』)/1917年 〕

(113)陛 下に於ても非常に御感動あらせ られた りと云へ り

〔*「海外彙報」(『太陽』)/1895年 〕
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(114)大 人は手前だ と何でも幽 が、揮 りすぐつて珍奇の品が二十幾鮎 、手前が

所藏品は詰 らないものでごあすが、他は皆元緑專門家の秘藏物でごはすか ら……

〔内田魯庵 「古物家」(『太陽』)/1901年 〕

(115)ま さか十徳姿であらず とも俳人 らしい特殊な好みでもあることか と思つて居た私

を魎 如 く現れたその人は、リウとした洋服できれいにあて られた刷毛刀の痕テ

カ～～ とした顔に、末路蒲條たる頭髪が丁寧に並べ られてあつた。

〔橋本関雪 「蕪村寺」(『太陽』)/1925年 〕

(viii)そ の他

用例の採集は、電算機での検索によるため、その中には、検索対象の文字列が出現す る

全ての場合が含まれる。よって、複合語の一要素であるケース、形態素の切れ 目でない位

置で区切 られたケース、和訓のル ビがふ られたケース、漢文や漢詩 として書かれた(日 本

語 として書かれていない)ケ ース、固有名詞等、本来、カウン トされ るべきでないものが

混入す ることがある。そのような場合を、〈その他〉とし、分析の対象か ら外す。また、上

述のカテ ゴリーのいずれに分類すべきか判断できない特殊な用例(本 のタイ トル等)も 〈そ

の他〉 とする。

〔〈その他〉の例〕

(116)是 れ皆國民の氣風精神が、竪固確童を貴ぶよ り來るもの といはなければな らぬ。

〔園田孝吉(談)「 名士の英吉利観」(『太陽』)/1909年 〕

(117)で あるか ら、小細工を弄することは、現時の不安定な分野を益益紛糾せ しめる所

以である。

〔床次竹二郎 「現政局に対す る感想」(『太陽』)/1925年 〕

(118)決 して粗豪放脆なる痛快には非 らず。鹸正確實なる痛快也。

〔国府犀東 「政治時評」(『太陽』)/1901年 〕

(119)あ の跡か、いや鑓Lい 手の迅疾い奴でのウ、我輩の足を斯 う持 よツて、

倒 されたかと思ふ と直ぐ馬跨で………。

〔塚原渋柿園 「他流試合」(『太陽』)/1895年 〕

3.3品 詞判定

以上の分類に基づき、各語が、近代に、名詞 ・形容詞 ・副詞 ・動詞の4品 詞の うち、ど

の機能をもっていたかを判定 した。判定には、分類枠(i)～(噛)の うち、(i)～(V)

を用いた。 〈(i)名 詞 一a>、または 〈(v)名 詞 一b>(連 体修飾 「一の」形)の 用例をもつ

場合 を 「名詞機能あ り」、 〈(li)形 容詞〉の用例をもつ場合を 「形容詞機能あり」、 〈(iii)
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副詞〉の用例をもつ場合を 「副詞機能あり」、〈(iv)動 詞〉の用例 をもつ場合を 「動詞機能

あ り」 と判定 した。 〈(vi)名 詞 一C>(「 一さ」形)は 、品詞判定には用いなかった。

同様の判定を、現代 についても行った。判定は、筆者(日 本語母語話者)の 内省、及び

新聞社サイ ト(朝 日新聞 『asahi,com』、毎 日新聞 『毎日jp』)内 の用例 に基づ く。

4. 調査結果

4.1用 例調査と品詞判定の結果

以上、調査対象700語 についての、3.2節 の用例調査 と、3.3節 の品詞判定の結果は、本

稿末 【付表】に示す通 りである。品詞判定の結果は、次のような番号で示 した。

上述(第2節)の ように、4品 詞の理論上の組み合わせは15通 りある。この15通 りに、

次のように1～15の 番号を付 した(番 号の付 し方は、前掲表1の1～15と 同一)。

(120)

1[名 詞 】

2【 形 容 詞 】

3[扇il言 司】

4【 動 詞 】

5[名 詞,形 容 詞 】

6[名 詞,副 詞1

7[名 言司,動 言司1,

8[形 容 詞,副 詞 】

9[形 容 詞,動 詞 】

10[扇11言 司,動 言司】

11[名 詞,形 容 詞,副 詞 】

12【 名 詞,形 容 詞,動 詞 】

13[名 詞,副 詞,動 詞 】

14【 形 容 詞,副 詞,動 詞 】

15[名 詞,形 容 詞,副 詞,動 詞]

これによ り、た とえば 「熱心」は、近代に 「15」、現代に 「8」とい う品詞用法をもつ、

と表せ る(以 下、品詞用法の変化パターンを[15>8]の よ うに表記する)。

なお、 より詳細に実態を示すため、【付表】の1～!5の 番号の前に 「#」「&」「#&」「ホ」

の記号を付 した。記号の意味 を次に示す。

「#」:当該の語は名詞用法をもつが、それが、連体修飾 「一の」形に限 られることを表す。

たとえば、「有名」は、近代に 「有名の」とい う連体修飾形をとるが、他の形式(「 有

名 は」「有名を」等)は 出現 しない。 これを 「#5」と表す。20

20名 詞用法の中で連体修飾 「一の」形のみ別扱いするのは、「一の」形はとれても他の名詞

用法はもたない名詞が、近代にも現代にも多く(現 代の方がより多い)、それが一般の名詞用
法と性格を異にすると考えられるからである。その点について、次のような先行研究(現 代
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「&」:当該の語は名詞用法をもっが、それが、次のように、述語の一部を成す場合に限 ら

れることを表す21。

(12D「 参院選では(通 行人が)た くさん手を振 って くれたが、全然だ」 と表情を曇 ら

せた。

〔asahi.com/2008年 〕

「#&」:当 該の語は名詞用法 をもつが、それが、連体修飾 「一の」形 と、述語の一部を成

す用法 とに限 られることを表す。すなわち、上の 「#」と 「&」を併せたケースであ

る。た とえば、「突然」は、現代に 「突然の」とい う連体修飾用法をもち、かつ、「彼

の訪問は鐡 だった」のよ うに述語の一部を成す用法 をもつので、「#&6」 となる。

「*」=当該の語が、品詞判定を難 しくする特殊な用例 をもつ、あるいは、(特 に現代の用

例に関 して)あ る品詞用法をもつかどうかの判定に個人差があ り得る、等の理由で、品詞

判定に特に注意を要 したことを表す。(それ らにっいては、1～15の 中か ら最 も妥 当と考え

られる番号を付 した。)

日本語についてのもの。対象は漢語に限らない)と 同様の立場をとる。

村田美穂子(2005)は 、「「① どんな助詞でも添えることができる」「②助動詞が添えられ

て述語になる」という2点 を完全に満たす名詞が、名詞らしい名詞である」とし、「「在来」
「無人」「良性」などは、名詞には違いないのだが、「名詞+の+名 詞」の形以外では用いら

れにくい点で、①からは外れている」とする。

村木新次郎(2000)は 、「名詞は文中で補語になることがもっとも重要なはたらきであ り、
その機能をはたすために、「一が/一 を/一 に」といった格助辞をしたがえるとい う形態的

特徴をそなえている。(中略)あ る単語が名詞であるための条件は、なによりもこの格の体

系をもつことである」とし、「深紅(の バラ)」「だんとっ(の 一位)」 「極上(の 酒)」 「とび

きり(の 品)」等の語について、「ここにあげた単語は、辞書で名詞あつかいされてはいるが、

補語 としての用法、すなわち、「一が」や 「一を」をしたがえて主語や 目的語になることは
普通ないものとおもわれる。 もしそ うだとしたら、これ らは名詞の主要な機能である補語に

なる資格を欠いているので、名詞 とはみとめられないことになる。このような単語が名詞 と
してあつかわれてきたのは、「一の」をしたがえるという形態上の特徴によったものと考え

られる。 しか し、[一 の]を したがえて連体機能をはたす ということは、名詞にとって本質

的な特徴ではなく、名詞が規定語としてはたらく二次的副次的機能の特徴である」とする。

21(12Dの ような用法は一般に 「副詞」の周縁的な用法とみなされることが多いが
、副詞

用法をもつ語の中には、たとえばrx到 底だった」「×二血 だった」「×俄然だった」のよう

に、述語(の 一部)に はなれない語も多くあることから、本稿では、(121)の ような用法を
一種の名詞用法とみなすこととした。
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4,2変 化パター ンとその語数

本稿末の【付表1に1～15の 番号で示 した品詞判定の結果から、次頁表2を 作成 した(【付

表】に付 した 「#」「&」「#&」「申」の付加記号は捨象 した)。 同表は、理論上の変化パ ター

ン225通 りについて、近代から現代にかけて、実際にそのパ ターンの変化を した語が700

語中何語あるかを示 している。

表中、対角線上の網掛け部分は、品詞用法に変化がみ られないパ ターンを示す。また、

近代の 「2」「9」「10」「14」の行、現代の 「4」「9」「10」「14」の列に施 した斜線網掛けは、

当該の行または列に属する語が1語 もないことを示す。

4.3変 化パ ター ンとその所属語

表2で 一 覧 され る[5>1][11>8]と い っ た 各 変 化 パ ター ン に 、 具 体 的 に い か な る 語 が 属

す る の か を 、 表3に 示 す 。

表3で の 各 変 化 パ タ ー ンの 配 列 順 序 は 、[x>y]のxの 昇 順 で あ る([1>1][1>7][3>3]

[4>7]… の 順)。 これ は 近 代 を 基 準 と した 配 列 で あ る。 そ れ を 並 べ 替 え 、yの 昇 順 に 配 列

した も の([1>1][5>1][6>1][7>1][11>1][15>1][5>2][11>2]… の 順)を 表4に 示

す 。 これ は 現 代 を基 準 と した 配 列 で あ る。
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表2近 現代期品詞用法の変化パターンとその語数(単 位:語)
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表3各 変化パターンに属する語(近 佳 を基準に配列)

・ 見出 しの網掛 けは、変化 しないパ ターンを示す。
・ 【付表 】の付加記 号 「#」「&」「#&」「零」を以 下に も付 した。語の左に付 した記号 は近代 、語の右 に付

した記 号は現代 についての ものであ る(記 号の意味は4.1節 を参照 されたい)。

◆龍濫激澗1・(名 詞 〉名詞〕

愛情

衛生

技巧

距離

権勢

事件

重量

真意

代金

伝記

文学
理論

圧力

階級

記事

近所

効果

時刻

主義

真価

体重

動機

抱負
論理

安寧

外交

犠牲

筋肉

効能

資産

主力

真相

端緒

得策

面積

威厳

外国

基礎

敬意

財産

実業

償金

信念

団体

特徴

目的

意向

快楽

規模

競馬

最終

嫉妬

証拠

製品

知識

内容

模範

遺物

活気

基本

刑罰

材料

事務

商店

生命

兆候

範囲

問題

威力

貨物

疑問

経費

作品

社会

商品

勢力

調子

被害

勇気

陰謀

慣習

給料

経路

産物

習慣

食品

精力

通貨

表情

用事

運河

危機

境遇
欠陥

事業

秀才

所得

世界

通路

標本

輿論

運命

期限

興味

嫌疑

資金

住宅

資力

素養

抵当

負債

理屈

◆[1>7](名 詞 〉名詞,動 詞)

機能

'(形 容詞 〉形容詞)

一向 極力 漸次 到底

◆[4>刀(動 詞 〉名詞,動 詞)

圧倒 充満

◆[5>1](名 詞,形 容詞 〉名詞)

虚偽 最上腋 不平 未開鞭 隆盛

◆[5>2](名 詞,形 容詞 〉形容詞)

肝要 狭隆 緊要 残念 重要 主要 謬著名 薄弱 厄介 有害
μ有名 劣等

◆玩晦 選5薯(名 詞,形 容詞 〉名詞,形 容詞)

暗黒 下等却 可能*危 険 苦痛 現金 高等謬 上等"不 安 不振*

不満 不明 無効 無能 名誉 面倒

◆[5>6](名 詞,形 容詞 〉名詞,副 詞)

最高 最大 躍最良腋

◆[5>7](名 詞,形 容詞 〉名詞,動 詞)

冒険

◆[5>8](名 詞,形 容詞 〉形容詞,副 詞)

温和 強大 巨大 善良 聡明 微弱 貧弱 優秀 雄大 幼稚
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◆[5>11](名 詞,形 容詞 〉名詞,形 容詞,副 詞)

孤独 悲惨 不潔 不便 不利 無礼 野蛮

◆[6>1](名 詞,副 詞 〉名詞)

自分 人工 誠意 天性 表面

◆[6>5】

*夢 中 零

(名詞,副 詞 〉名詞,形 容詞)

◆灘 舞 鱗(名 詞,副 詞 〉名詞,副 詞)
一応

随意

平常

一切 一層蔵 一体

全体 全般 多分潔
搬無論蔵

◆[6>11]

極度 正式

◆[7>1]

意義

企業

形式

根拠

周囲

総計

電報

予箪

意志

規約

経歴

作戦

収益

装置

得失

予備

一般零 鰻早速瓶 事実 実際

単独 当時 同時 当分

(名詞,副 詞 〉名詞,形 容詞,副 詞)

(名詞,動 詞 〉名詞)

意思

恐慌

結果

参考

収入

騒動

特許

理想

維新
搬
原因

自信
主観
損害
犯罪

印象

行政

見解

施設

需要

損失

費用

恩恵

恐怖

現象

思想

障害

待遇

服装

価値

教養

行為

実用

信号

探偵

報酬

感慨

規律
構造
慈悲

政治
秩序
保険

実地 従来
腋突然鞭 不意

感覚

疑惑
交通
辞表

責任
著作
迷信

観念
傾向
娯楽
写真

設備
伝統
遊戯

◆§!団i凝蓼癒 ら(名 罰,動 詞 〉 名 詞 。 動 飼 】

圧迫

遺伝

改革

改善

関係

居住

結婚

行動

混乱

充実

処置

制定

増加

尊重

中止
淘汰

破壊

疲労

変化

融通

安定

移動

会議孝

改造

感激

拒絶

決定

合同

産出

終了

助長

整理

増減

体操

超過
到達

爆発

封鎖

変更

用意

案内

意味

解決

開通

完成

緊張

欠乏

誤解

散歩

収賄*

進化

成立

捜索

堕落

陳列
動揺

発育

普及

変動

溶解

維持

印刷

会合零

回転

感動

警戒

研究

呼吸

刺激

出現

進歩

接近

増進

団結

締結

道楽*

発射

復活

包含

用心

怠識

運動

開催

回復

監督

経験

検査

故障

実現

準備

信用

設計

増大

短縮

停止

努力

発生

腐敗

膨張
予宗

移住

運輸

解散

改良

完備

継承

減少

固定

実行

衝突

衰弱

設置

測量

断絶

適応

忍耐*

発達

憤慨

歩行
流通

位置

影響

開始

革新

緩和

計上

建設

孤立

死亡

消費

生活

絶望

組織

断定

徹底

熱中

発展

分解

保持

恋愛

一致

延長

改正

拡張

規定

継続

現存

顧慮

自慢

消滅

成功

設立

尊敬

鍛練
展開

廃止

破裂

分裂

保証

練習

一変

応接ゆ

解説

確定

吸収

軽蔑

言明

混合

収穫

勝利

生産

選挙象

存在

蓄積
統一

配置

反射

平均

滅亡

労働

移転

往復

開設

活動

教育

決行

広告*

混同

集合

除外

製造

戦争

存続

注意

同情

敗北

販売

閉鎖

網羅

論説
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変化パ ター ンか らみ る近現 代漢語の品詞用法

◆[8>3コ(形 容詞,副 詞 〉副詞)

依然 俄然

◆肇理懸 整(形 容詞,副 詞 〉形容詞,副 詞)

純然 漠然 漫然

◆[11>1](名 詞,形 容詞,副 詞 〉名詞)

真実 必然 便宜

◆[11>2】(名 詞,形 容詞,副 詞 〉形容詞)

偉大 高価

◆[11>31(名 詞,形 容詞,副 詞 〉副飼)
だ案外 潔断然 適宜

◆[11>5](名 詞,形 容詞,副 詞 〉名詞,形 容飼)

僅グ 絶大謬 不良 平気*有 望謬

◆[11>6](名 詞,形 容詞,副 詞 〉名詞,副 詞)

永遠*間 接 偶然 最近 謬全然&大 体 天然零 当然鞭 秘密 本当

無限 鐸無数絶

◆[11>8]

意外

急速

高尚

神聖

適切

優美

異様

強硬
広大
謬随分

莫大

有力

(名詞,形 容詞,副 詞 〉形容詞,副 詞)

快活

強力

姑息

盛大

美麗
"容易

過大

激烈

滑稽

浅薄

頻繁
謬立派

"可憐

結構

残忍

大切
僻平然

良好

頑固

堅固

重大

大胆

豊富

冷淡

冤大

厳粛

周到

大変

明確

露骨

◆遡 郵嬉鍵 璽 ・(名 詞,形 容詞.副 詞 〉名詞,形 容詞∵副騨)

安価

極端*
謬公然謬

迅速*

単純*

不幸

無用謬

異常

厳格*

幸福

正確*

丁寧*

無事

有効*

円滑零

元気

公平*

精確*

得意鐸

不正

優勢

H満

健康

巧妙*

清潔*

特殊*

不 当

有用β

臆ヲ丙▼

堅実*

自然

精巧寧

特別謬

平易
謬有利零

碓果▼

厳重零

質素*

誠実*

非常#

平凡

冷静*

"憎別

厳正寧

自由

正当拶

皮肉

平和

緩慢

健全

十分
忠実

猛烈

間・勿
#厳密*

詳細

精密*

平等

便利*

奇1匝
謬顕著

純粋

痛快
謬有益

間 甲,

幸運

正直ホ

大事

風流

無益

急激

賢明
上手

痛切

勇敢

だ
ヒL賓貝

公正

親切

多大β

不快

無謀

◆[12>1](名 詞,形 容詞,動 詞 〉名詞)

親 善 利益

◆[12>5](名 詞,形 容詞,動 詞 〉名詞,形 容詞)

困難 特有"*必 要 評判*不 審

◆[12>刀(名 詞,形 容詞,動 詞 〉名詞,動 詞)

拡大 乾燥 縮小 熟練 調和 沈黙 発明 繁栄 不足 矛盾

優越 優勝
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◆[12>8](名 詞,形 容詞,動 詞 〉形容詞,副 詞)

旺盛

◆[12>11](名 詞,形 容詞,動 詞 〉名詞,形 容詞,副 詞)

固有 中立

◆緬 鑑 纈 墜1(名 詞,形 容詞,動 詞 〉名詞,形 容詞,動 詞)

邪魔 心配 迷惑

◆[12>15](名 詞,形 容詞,動 詞 〉名詞,形 容詞,副 詞,動 詞)

感心 失礼 貧乏

◆[13>3](名 詞,副 詞,動 詞 〉副詞)
一躍 畢寛

◆[13>6](名 詞,副 詞,動 詞 〉名詞,副 詞)

結局 現在 絶対 是非 通常

◆[13>刀(名 詞,副 詞,動 詞 〉名詞,動 詞)

由来

◆夷醸 麟載題1睾(名 詞,副 詞,動 詞 〉名詞,副 詞,動 詞)
一緒 一転

◆[15>2](名 詞,形 容詞,副 詞,動 飼 〉形容詞)

貴重 尋常

◆[15>3](名 詞,形 容詞,副 詞,動 詞 〉副詞)

鋭意 μ至極

◆[15>6](名 詞,形 容詞,副 詞,動 詞 〉名詞,副 詞)

永久搬 現実 謬直接 普通

◆[15>刀(名 詞,形 容詞,副 詞,動 詞 〉名詞,動 詞)

謹慎

◆[15>8](名 詞,形 容詞,副 詞,動 詞 〉形容詞,副 詞)

深刻 親密 熱心 明白 明瞭 愉快

◆[15>11](名 詞,形 容詞,副 詞,動 詞 〉名詞,形 容詞,副 詞)

安全 完全 勤勉 慎重 適当 複雑

◆[15>12](名 詞,形 容詞,副 詞,動 詞 〉名詞,形 容詞,動 詞)

安心

◆ξ面鐙薯灘 嚢(名 詞,形 容詞,副 詞,動 詞 〉名詞,形 容詞,副 詞,動 詞)
一定*共 通謬*苦 労*贅 沢 相当 独立ホ 反対*満 足 密接 無理

乱暴
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変化パ ター ンか らみ る近現代漢語 の品詞用法

表4各 変化パターンに属する語(翌 代を基準に配列)

・ 以下 は、表3を 、 「現代 」を基準に配列 し直 した ものであ る。
・ 見出 しの網掛 けは

、変化 しないパター ンを示す。
・ 【付表】の付加 記号 「#」「&」「#&J「ホ」を以下に も付 した

。語 の左 に付 した記号 は近代 、語 の右 に付

した記号は現代 につ いての ものであ る(記 号の意味は4.1節 を参照 され たい)。

◆擁聡恐動薬(名 詞 く名詞〕

愛情

衛生

技巧

距離

権勢

事件

重量

真意

代金

伝記
文学

理論

圧力

階級

記事

近所

効果

時刻

主義

真価

体重

動機

抱負
論理

安寧

外交

犠牲

筋肉

効能

資産

主力

真相

端緒

得策

面積

威厳

外国

基礎

敬意

財産

実業

償金

信念

団体

特徴

目的

意向

快楽

規模

競馬

最終

嫉妬

証拠

製品

知識

内容

模範

遺物

活気

基本

刑罰

材料

事務

商店

生命

兆候

範囲

問題

威力

貨物

疑問

経費

作品

社会

商品

勢力

調子

被害

勇気

陰謀

慣習

給料

経路
産物

習慣

食品
精力

通貨

表情

用事

運河
危機

境遇
欠陥
事業
秀才
所得
世界

通路
標本
輿論

運命

期限

興味

嫌疑

資金

住宅

資力

素養

抵当

負債

理屈

◆[1く5](名 詞,形 容詞 く名詞)

虚偽 最上級 不平 未開腋 隆盛

◆[1〈6](名 詞 く名詞,副 詞)

自分 人工 誠意 天性 表面

◆[1<7](名 詞 く 名 詞,動 詞)

意義

企業

形式

根拠

周囲

総計

電報

予算

意志

規約

経歴

作戦

収益

装置

得失
予備

意思

恐慌

結果

参考

収入

騒動

特許
理想

維新

教授

原因

自信

主観

損害

犯罪

印象

行政

見解

施設

需要

損失

費用

恩恵

恐怖

現象

思想

障害

待遇

服装

価値

教養

行為

実用

信号

探偵

報酬

感慨

規律
構造
慈悲
政治
秩序

保険

感覚

疑惑
交通
辞表
責任

著作
迷信

観念

傾向
娯楽
写真

設備
伝統

遊戯

◆[1〈11](名 詞,形 容詞,副 詞 く名詞)

真実 必然 便宜

◆[1く12](名 詞,形 容詞,動 詞 く名詞)

親善 利益

◆[2〈5](形 容詞 く名詞,形 容詞)

肝要 狭隆 緊要 残念 重要 主要 謬著名 薄弱 厄介 有害
#右名 劣ξ阜

◆[2〈11](形 容詞 く名詞,形 容詞,副 詞)

偉大 高価
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◆[2<15](形 容詞 く名詞,形 容詞,副 詞,動 詞)

世重 尋常

◆鰯睡(副 詞 く副詞)
一向 極力 漸次 到底

◆[3〈8](副 飼 く形容詞,副 詞)

依然 俄然

◆[3〈11](副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞)
謬案外 存断然 適宜

◆[3〈13】(副 詞 く名詞,副 詞,動 詞)
一躍 畢寛

◆[3〈15](副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞,動 詞)

鋭意 継至極

◆灘(名 詞,形 容詞 く名飼,形 容詞)

暗黒 下等謬 可能*危 険 苦痛 現金 高等躍 上等#不 安 不振*
不満 不明 無効 無能 名誉 面倒

◆[5〈6](名 詞,形 容 詞 く 名 飼,副 詞)

零夢 中*

◆[5<11](名 詞,形 容詞 く名詞,形 容詞,副 詞)

僅少鐸 絶大謬 不良 平気*有 望謬

◆[5〈12](名 詞,形 容詞 く名詞,形 容詞,副 詞)

困難 特有"*必 要 評判*不 審

◆[6〈5](名 詞,副 詞 く名詞,形 容詞)

最高 最大 謬最良級

◆麟 懸(名 飼,副 詞 く名詞,副 詞)
一応

随意

平常

一切 一層瓶 一体

全体 全般 多分灘
絶無論腋

一般ホ 眼早速腋 事実 実際 実地 従来

単独 当時 同時 当分 峨突然腋 不意

◆[6〈11](名 詞,副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞)

永遠*間 接 偶然 最近"全 然&大 体 天然*当 然絶 秘密 本 当

無限 謬無数紬

◆[6〈13](名 詞,副 詞 く名詞,副 詞,動 詞)

結局 現在 絶対 是非 通常

◆[6く15](名 詞,副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞,動 詞)

永久鞭 現実 値 接 普通
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◆[7く1](名 飼,動 詞 く名詞)

機能

◆[7〈4](名 詞,動 詞 く動詞)

圧倒 充満

◆[7<5](名 飼,動 詞 く名詞,形 容詞)

冒険

◆懸 灘蟻(名 詞,動 詞 く名詞,動 詞)

圧迫

遺伝

改革

改善

関係

居住

結婚
行動

混乱

充実

処置

制定

増加

尊重

中止

淘汰

破壊

疲労

変化
融通

安定

移動

会議*

改造

感激

拒絶

決定

合同

産出

終了

助長

整理

増減

体操
超過

到達

爆発

封鎖

変更
用意

案内

意味

解決

開通

完成

緊張

欠乏

誤解

散歩

収賄孝

進化

成立

捜索

堕落

陳列

動揺

発育

普及

変動
溶解

維持

印刷

会合*

回転

感動

警戒

研究

呼吸

刺激

出現

進歩

接近

増進

団結

締結

道楽*

発射

復活

包含

用心

意識

運動

開催

回復

監督

経験

検査

故障

実現

準備

信用

設計

増大

短縮

停止

努力

発生

腐敗

膨張

予定

移住

運輸

解散

改良

完備

継承

減少

固定

実行

衝突

衰弱

設置

測量

断絶

適応

忍耐寧

発達

憤慨

歩行

流通

位置

影響

開始

革新

緩和

計上

建設

孤立

死亡

消費

生活

絶望

組織

断定

徹底

熱中

発展

分解

保持

恋愛

一致

延長

改正

拡張

規定

継続

現存

顧慮

自慢

消滅

成功

設立

尊敬

鍛練

展開

廃止

破裂

分裂

保証

練習

一変

応接*

解説

確定

吸収

軽蔑

言明

混合

収穫

勝利

生産

選挙零

存在

蓄積

統一

配置

反射

平均

滅亡

労働

移転

往復

開設

活動

教育

決行

広告*

混同

集合

除外

製造

戦争

存続

注意

同情

敗北

販売

閉鎖

網羅

論説

◆[7〈12](名 詞,動 詞 く名詞,形 容詞,副 飼)

拡大 乾燥 縮小 熟練 調和 沈黙 発明 繁栄 不足 矛盾

僚越 優勝

◆[7<13](名 詞,動 詞 く 名 詞,副 詞,動 詞)

由来

◆[7く15](名 詞,動 詞 く 名 詞,形 容 詞,副 詞,動 詞)

謹 慎

◆[8〈5](形 容詞,副 詞 く名詞,形 容飼)

温和 強大 巨大 善良 聡明 微弱 貧弱 優秀 雄大 幼稚

◆穰醗 難嚢(形 容詞,副 詞 く形容詞,副 飼)

純然 漠然 漫然
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◆[8〈11]

意外

急速

高尚

神聖

適切

優美

異様

強硬

広大
拶随分

莫大

有力

(形容詞,副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞)

快活
強力

姑息

盛大

美麗
潔容易

過大

激烈

滑稽

浅薄

頻繁
β立派

#可憐

結構

残忍

大切
潔平然

良好

頑固

堅固

重大

大胆

豊富

冷淡

寛大

厳粛

周到

大変

明確

露骨

緩慢
健全

十分
忠実
猛烈

奇怪
謬顕著

純粋

痛快
都有益

急激

賢明
上手

痛切

勇敢

◆[8<12](形 容詞,副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞)

旺庸

◆[8<15](形 容詞,副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞,動 詞)

深刻 親密 熱心 明 白 明瞭 愉快

◆[11<5](名 詞,形 容詞,副 詞 く名詞,形 容詞)

孤独 悲惨 不潔 不便 不利 無礼 野蛮

◆[11<6](名 詞,形 容詞,副 詞 く名詞,副 飼)

極度 正式

◆騨 藩細 麹 糞(名 飼,形 容詞,副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞)

安価

極端*
β公然鐸

迅速*

単純*

不幸

無用謬

異常

厳格*

幸福

正確*

丁寧*

無事

有効*

円滑‡

元気

公平*

精確*

得意だ

不正

優勢

円満

健康

巧妙*

清潔*

特殊ホ

不当

有用β

臆病*

堅実*

自然

精巧*

特別#

平易
謬右利*

確実ホ

厳重*

質素*

誠実*

非常謬

平凡

冷静*

噛 別#

厳正*

自由

正当躍

皮肉

平和

簡易謬
#厳密*

詳細

精密*

平等

便利*

簡単*

幸運
正直串

大事

風流

無益

巨額#

公正

親切

多大謬

不快

無謀

◆[11〈12](名 詞,形 容詞,副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞)

固有 中立

◆[11<15](名 詞,形 容詞,副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞,動 詞)

安全 完全 勤勉 慎重 適当 複雑

◆1懸 舞警鞠姻峯(名 詞,形 容詞,副 詞 く名詞,形 容詞,副 詞〕

邪魔 心配 迷惑

)[12<15](名 詞,形 容 詞,副 詞 く 名 詞,形 容 詞,副 詞,動 詞)

安 心

◆壌醜 嫁 醜嚢嚢(名 詞,副 詞,動 飼 く名詞,副 詞,動 詞)
一 緒 一 転

◆[15<12](名 詞,形 容詞,副 詞,動 詞 く名詞,形 容詞,副 詞)

感心 失礼 貧乏

◆ 鋸1!5鰻 謝窃欝(名 詞.形 容 詞.副 詞.動 罰 く 名 罰.形 容 調.副 調.動 詞1
一定*共 通β*苦 労*贅 沢 相当 独立ホ 反対*満 足 密接 無理

乱暴
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変化 パ ター ンか らみ る近現代漢 語の品詞用法

5. まとめ

以上、近代か ら現代にかけての漢語の品詞用法の変化の実態 を、「変化パターン」とい う

観点か ら整理 した。本稿 に示 した基礎的なデー タに基づ く、変化傾向の分析 の詳細 は、永

澤(2010)の 第3章 を参照 されたい。 ここに、その分析結果の要点のみを示す。

1.限 られた調査範囲の中で200超 の語(261語)に 品詞用法の変化が起 きているこ

とが確かめられた。 この時期 を、日本語における漢語の転換期の一 とみ るこ とが

できる。

2.品 詞用法が変化 した語の うち圧倒的多数(87.4%)が 、用法を消失す る方向に変

化 している。1語 の担 う品詞用法は、限定化の方向にあったといえる。

3.多 くの場合、特定の品詞用法の勢力(出 現頻度)が 伸張 し、それ との間に意味的

乖離のある品詞用法が両立できずに衰退 した と推定 される。た とえば、名詞用法

を消失 した 「適宜」「一躍」「鋭意」、形容詞用法を消失 した 「優勝」「冒険」「秘密」

「断然」「俄然」、動詞用法 を消失 した 「評判」「深刻」「自信」 「困難」 「利益」等

が挙げられ る。現代に残る品詞用法は、消失 した用法に比 して、漢字字義通 りの

意(漢 字一文字一文字の意味の組み合わせか ら表出され る意味。 いわゆる文字通

りの意味)か ら離れる傾向にある22。

4.名 詞用法を消失 した語の大半(調 査範囲中約9留1)が 、近代に 〈名詞 一a>、〈名詞

一b>、〈形容詞〉の用法を併せ もち、その うち 〈名詞 一a>と 〈名詞 一b>の 用法を

揃って失った。現代 には、「一な」形の 〈形容詞〉用法が残 る。そのよ うな、名詞

用法の大量消失とい う現象は、漢語が、品詞を明示す るマーカーを伴わずに 日本

語に取 り込 まれ た段階 を脱 し、和語の接辞 を伴い、 日本語の形容詞 として定着 し

た ことを意味す るといえる。それは、一般 に借用語にみ られ る現象 と類似す る。

5.4品 詞の理論上の組み合わせ1～15の うち、近代は 「2」「9」「10」「14」、現代は

「4」「9」「10」「14」の語が、実際には存在 しない。近代 と現代 とで共通す るのは

「9」「10」「14」の語が存在 しないことである。そのことは、近代 と現代 とを問わ

ず 、動詞用注 をもっ溝語が、併せて名詞用法 ももっ とい う傾向を示す。

22た とえば
、近代の 「深刻」は、〈深く刻む〉の意で使われ(「 帝王の暴虐が、頭磯に鯉 ら

れ」「道徳は人の頭拶に極めて1麹 印象を與へて」)、漢字の意に沿っているが、現代の
「還刻な事態に陥る」のような用法においては、そのような意味は表れない(現 代の 「深刻」

は 〈事態が重大で切実な様子〉 を表す)。 また近代の 「優勝」は 〈優れ勝る〉の意で使われ

(「同運河の開通により南米各国の地位は如何に変ずべ きかは注意すべき問題であるが、大
体に於て倒 麹≧地位に進むべきは南米中の北方に位する諸国で」)、漢字の意に沿っているが、

現代の 「優勝」は、そのような意を離れ、「レースで優勝Lた 」のように、〈勝負事で最上位
になること〉を表す。
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6.近 代 には、形容詞用法をもつ語は名詞用法 も併せて もつ(た だ し、「一然」の形態

の語はその限 りでない)が 、現代にはその傾向は失われている。それによ り、4

品詞の理論上の組み合わせ1～15の うち、形容詞用法を単独でもつ 「2」の語が、

現代 に存在 し、近代には存在 しないことが説明 される。また、同 じく1～15の う

ち、特に 「8」の語(形 容詞はもっが名詞はもたない)の 合計数が、近代から現代

へ至って飛躍的に増加 している(15 .4倍)こ とも説明 される。

7.「 理論上は存在するが、実際 には語例がみ られ ない変化パ ター ン」の圧倒的大部

分は、品詞用法を 「獲得」す る変化パター ンである。

8.品 詞用法の変化は、一見多様 な変化パターンを示すが、その内実は、それほ ど複

雑ではない。「動詞用法の消失」や 「名詞用法の消失」といった各品詞用法の消失

の問題 として、それぞれ一定の傾向を見出せるものである。

9.以 上のことは、近代か ら現代 にかけて、漢語が、品詞をめぐり形態 ・意味の両面

で変化 したことを示 している。変化は一見多様 であるが、同品詞あるいは同形態

をとる語の内部で、共通の傾向を認めることができる。すなわち、変化の大部分

は、各語において個々独立に、偶発的に起きたのではな く、一定の方向性の もと

で起きた もの とみることができる。
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  Changes in Sino-Japanese Word Class 

from the Early Modern Period to the Present

NAGASAWA Itsuki

Key Words: Sino-Japanese, word class, change, Japanese

   Sino-Japanese word classes have changed greatly from the Early Modern Period to 
the Present. The phenomenon is well known, but there is little data available showing details 
about the changes. This paper gives the data of 700 Sino-Japanese words and identifies 
patterns in the changes. The author examined Sino-Japanese words based on which 
combinations of four word class usages (noun, adjective, adverb, and verb) were allowable in 

 the Early Modern Period, compared to present usages. The results are as follows: 

I. Over 200 Sino-Japanese words (even in the limited survey) have changed their word 
    classes. 

2. Losses of certain word class usages (as noun/ adjective/ adverb/ verb) of words greatly 
   outnumber gains: the range of word classes of a word tends to decrease over time. 

3. In many cases, the frequency of a certain word class usage became high, and then other 
   word class usages diminished because of a gap between their meanings. As a result, the 

   present meanings of Sino-Japanese words tend to be more distant from the literal 
   meaning of the Chinese characters, compared to the meanings which they have lost. 

4. 90 % of the words that have lost noun usages could be used in the form of zero-suffix, 
   its modifying form —no, and adjective form —na, but they have lost both the zero-suffix 

and its modifying form —no usages. At present, only the adjective form —na remains. It 
   means that Sino-Japanese words which were at first taken into Japanese as nouns with 

   no markers of word class have fixed into Japanese as adjectives with a Japanese suffix. 
   This phenomenon is similar to that of loan words. 

5. The logically-possible combinations [adjective, verb], [adverb, verb], and [adjective, 
   adverb, verb] have never occurred on either the Early Modern Period or present: it 

   shows the tendency that words having usage as verbs are also used as nouns. 

6. The tendency in the Early Modern Period for words that can be used as adjectives to 
   also be usable as nouns has been lost in the present. Words in the [adjective, 

   adverb]-only group show a significant jump from just 5 examples in the Early Modern 
   Period to 77 in the present; 15.4 times the Early Modern Period total. 

7. Many of the combinations which were theoretically possible but did not often occur in 
   the Early Modern Period have come about due to words "gaining" usages, such as 
   [noun, adjective]-only group picking up a verbal usage and joining the [noun, adjective, 

   verb]-only group. 

8. The above indicates that the word classes of Sino-Japanese words have changed both 
   morphologically and semantically from the Early Modern Period to the present. The 
   changes seem to be diverse, but words which have the same word class usages or the 
   same forms show the same tendencies in common. That is, many of the changes 

   occurred neither independently nor accidentally, but with general tendencies.

(ながさわ ・いつき　 日本学術振興会特別研究員)
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【付表】 『太陽コーパス』における用例の調査結果と品詞判定

※ 「『分類語彙袈』内番号」とは、『分類籍彙表』索引掲載の全97.022語に付した通し番号を示す。
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